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はじめに 


このたびは、本製品をお買い巧めいただき、まことにあ 
りびとラございます。 

本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の 
冊テ『安むしてお使いいただくために』に記載されてい 
よ 〇 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元 
に大切に保管してください。 


本書は、巧のみまりに従って書かれています。 


尸 化ずお読み < ださい。 


II 田むしでお店 I ■ル、ただ< ために I 


V_ J 


KI 記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損書（*3)の発生び想定されること"を 
术しよ9 〇 


iaini 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために巧ってほし 
い内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

巧っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

パソコンで見るマニュアルなどへの参照の場合…《》 
《パソコンで見るマニュアル（検索）： XXXX 》 と書いている 
場合、《パソコンで見るマニュアル》の[キーワード検索]に 
rxxxxj を入力すると、目的のページを検索できます。 
パソコンで見るマニュアルにはさまざまな情報び記載されてい 

9 〇 


*1 重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨お、中毒などで、後遺症が残るをのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するをのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 
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B 用語について ■ 

本書では、次のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) をおします。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Home Premium を示します。 

MS-IME 

Microsoft ® Office IME 2007、または Microsoft ® IME を示します。 

パソコンで見るマニュアル 

パソコン上で見ることのできる、電モマニュアル「パソコンで見るマニュアル」を示します。 
デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルク U ックー[パソコンで見るマニュアル] 
タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について『いろいろな機能を使おう1章 D CD や DVD を使う』 

HDD 1台搭載モデル 

G 已〇シリーズで、八ードディスクドライブび1台搭載されているモデルを示します。 

HDD 2 台搭載モデル 

G 已〇シリーズで、八ードディスクドライブび2台搭載されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007びプレインストールされているモデルを示します。 


PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007びプレインス I ルされているモデルを示します。 

G 己〇シ U - ズ 

モデル名び 「 G 已0」または 「 G 已 0 W 」 で始まるモデルを示します。 

F 已〇シリーズ 

モデル名び 「 F 已0」または 「 F 已 OW 」 でな台まるモデルを示します。 


ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook Qosmio * * * * (お使いの機種名) 
シリーズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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mm 記載について 


•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「****シ U— ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーションについては、本製品にプレインスIルまたは付属の CD/DVD か日イン 
スI-ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•[コント□-ルパネル]画面には「コント□-ルパネルホーム」と「クラシック表示」の2 
種類びあり、本書では、「コント□ールパネルホーム」に設定していることを前提に説明し 
ています。「クラシック表示」になっている場合は、[コント□-ルパネルホーム]をクリツ 
クしてください。 



• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 


¢1 Trademarks 

• Microsoft、 Windows. Windows Media、 Windows Vista、 Aero、 Outlook、 Excel. 


PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 

•おたすけナビは、株式会社東芝の商標です。 

• TRENDM に R0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

•「PC 弓陋ナビ」は東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

•デジタルアーツ /D に ITAL ARTS、ZBRAIN、 アイフィルタ ー/i- フィルターは、デジタルアー 


ツ株式会社の登録商標です。 

• Fast Ethernet、Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• メモ U- ステイックはソニー株式会社の商標です。 


本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 
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コプロセッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は;欠のような条件によって違しが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた巧態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッヴに関するを意 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインストールされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
•己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバびインス I ルされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんヴポート 0] 20-97-] 04到こお問い合わせください。 


7 





MM 着作権について 


音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちお 
よび著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまたは 
家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ 
れを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行 
ラと、 r 著作権侵書」「著作ち人格権侵書」として損書賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあ 
ります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむ 
びけてください。 


匯画リリース情巧について 


n」u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。 

必ずお読みください。巧の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [UU- ス情制 
をクI」ックする 


E ■巧い終わったとを 


パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U- 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U — プ/電源を切る ri 章口使い終わりと使いはじめ」 


mm お願い 

• 本製品の内蔵八ードディスクにインストールされている、または付属の CD/DVD か日イン 
スIルしたシステム （0S)、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順 LU 外の方法で、パーティ 
ションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれびあります。 
• 内蔵八ードディスクにインスIルされている、または付属の CD/DVD か日インスIル 
したシステム （0S)、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ5れています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用するじ(外の用途を禁じます。 
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•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、保守サービスに連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュI」ティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能 
を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損書に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウエアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。弊社 
ホームページで登録でさます。 

詳細について「6章 D お客様登録の手続き」 

KEM [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージを注意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してから、[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

パスワードの入力を巧め b れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってくださ 
し、。 
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■ パソコンの巧促 

—セットアップー 

この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアップ、電源の 
切りかた/入れかたなど、お買い上げいただいてから実際に使い始め 
るまでの準備と、ほかのマニュアルについて説明しています。 

1使う前に確認する . 12 

2最適な場所で使う . 13 

3 Windows を使えるようにする 

— Windows セットアップー . 14 

4使い終わりと使いはじめ . 38 

マニュアルで見るパソコンの使いかた . 46 













ほ 3 巧に確認ずる 


箱を開けた6まずはこれか6 

■箱の中身の確認 

『dynabook Qosmio * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照して、 
付属品びそろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びあ 
る場合は、東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

まち PC あんしんサポート『ま芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポー 
卜にお問い合わせください。 

記載位置について『いろいろな機能を使お51章 D 各部の名称』 

B ちれずに巧つてください 

■使用する前に 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関するミ主意事項』を読んでください。 

■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間につ 
いては保証書を確認してください）は東芝の無償（無料）保守サービスび受 
け日れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


■海が保証を受けるには 

ミ毎外で使用するときは「海外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) によ 
り、海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項-確認事項の範囲内で 
修理サービスを利用でさます。 

利用方法、保証の詳細については『東芝 PC ヴポートのご案内』の記載内容および保証書に記載 
の無料修理規定を読んで、確認してください。 

■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （0 S ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意され 
ています。この Windows にそれぞれ割り当て日れている管理番号を 「Product Key 」 といい 
よ 〇 

Product Key はパソコン本体に貼日れているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はでさません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社か日の保守サービスび受け日れなくなります。 






パソミの準備-セットアップ- 








mm パソコンに最適な環境とは 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 



なの点にミ主意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やケガにつな 
びります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカ、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなど 
もパソコンを使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ5くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障害を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないよラに置さましよラ。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのものです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



2 I 最適な場所でほミ 



パソ n ンの準備—セットアップ— 
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3 


ウインドクズ 


Windows をほえるよ3にずる 

—Windows セットアップー 


パソ n ンの準備—セットアップ— 





且 Windows を使えるようにする - Windows セッ ト アップ- 


セットアップをするときのを意 — 

■ 周辺機器は接続しないでください 

• セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しない 
で < ださい。 

■ 途中で電源を切6ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動でさない原因に 
なり、修理び必要となることびあります。 

■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

3□分け上タッチパッドやキーボードを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見えな< 
なる場合びありますび、故障ではありません。 

もラ]度表示するには 、I 5 H // T ] キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 


B 電源 コー ドと AC アダプタを接続する 

次の図の①^②^③の順で行つてください。 

■ G 己 0 シリーズの場合 




パソ n ンの準瞄— セットアップ— 


5 







































凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアップー 


■ F 已〇シリーズの場合 


電源コードにアース線び付いているモデルの場合は、次のアース線の説明を必ずお読みくださ 



ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 

I 

セ 

ジ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


い。 


A 警告 

• 電源コードは、付属の2ピン電源プラグ付をコードを必ず使用ずること 
付属のコードじ(外を使用すると乂災-感電の原因となります。 

• アース線は必ずコンセントのアース端子に接続すること 

感電のおそれびあります。 



•電源コードの接続は、最後に行ってください。 

•電源コードの接続は、アース線ープラグの順に行ってください。取りはずす場合は、取り付けと 
逆の順番（プラグーアース線）で行ってください。 

• アース線は、万一漏電した場合の感電を防止します。 

安全のために必ず接続してください。 

• コンセントから巧くとをはおず差し込みプラグを持って引を巧いてください。 

• コードの上に重いをのを載せないでください。 

•コードを無理に曲げたり、ねじったり、結んだり、つざ足したりしないでください。 

• 熱器具に触れないよラ、十分な距離をとってください。 


慢源コードにアース線が付いているモデルの場合】 









































且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


【電源コードにアース線が付いていないモデルの場合】 



接続すると 


DC IN > 1 に D び点灯します。また 、 Battery □ LED びオレンジ色に点打し、バッテ U への 
充電び自動的に始まります。 

■ G 已〇シリーズの場合 ■ F 已〇シリーズの場合 
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パソミの準備-セットアップ- 





































凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ- 


電源を入れる 

パソコンのディスプレイを開ける 
■ G 已〇シリーズの 場合 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
(画面）部分には軸れないよラにしてください。 



片手でパームレスト（キーボード手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてく 
ださい。 

■ F 50 シリーズの 場合 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
(画面）部分には軸れないよラにしてください。 



片手でパームレスト（キーボード手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてく 
ださい。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


8 
















Windows を使えるようにする -Windows セツ ト ァップ- 


電源スイッチを押す 

Power 6 LED び白色に点灯するまで電源スイッチ（むマークのついているボタン) 
を巧してください。 


IG 已〇シリーズの場合 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


9 





















凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアップー 


■ F 已〇シリーズの場合 



これでパソコンの準備は完了です。 

続いて Windows のセットアップに進みます。 [ Windows のセットアップ]画面び表 
示されるまで、時間びかかります。しばらくお待ちください。 

分メモ 

• [ Windows のセットアッス画面が表示されるまで、しばらく時間がかかりますが、この 
間に電源を切らないよラにしてください。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


§ 

























且 Windows を使えるようにする - Windows セットアップ- 


ES Windows の七ットアップ 

パソコンび起動した日、 [Windows のセットアッス画面び表示されます。 

個または地域]欄に旧本」と表示されていることを確認し、[巧へ] 
ボタンをクリックする 


、一/巧 Windows の它ジトアップ 


な 


Windows Vis ね " Home Premium 


国または巧なに) 
居巧とち g の巧な江) 
キーポードレイアウト似 


「日本星(日本） 


^Microsoft IME 


TOSHIBA 


◎ 


Copyriaht ® 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved. 


B クリックとは 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 
指の動さに合わせてディスプレイ上の「 k 」（ポイ 
ンタ）び動さます。 

目的の位置にポインタを合わせたあと、左ボタンを 
] 回巧す操作を「クリック」といいます。 

詳しい使いかた『いろいろな機能を使おラ 
1章0-田]タッチバッドで操作する』 


タッチパッド 



[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


2 




























凸 Windows を使えるようにする -Windows セツトアップ- 


ライセンスを項に同意しないと、 セットアップを続行することはできず 、 Windows 
を使用することはでさません。 


ライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項に同意します]の左 
にある □ をクリックする 

表示されているま項文の続きを表示するには、画面のち側にある r ボタンをクリッ 
クします。 


巧 Windows の它ットアかブ 
ライ它ンス条巧をお萬みになつてください 


S VISTA 
S VISTA 


ソフトウブ 
HOME BAS 
HOME PREI 


r ライセンスを巧 
: SERVICE PACK 1 
lUM SERVICE PACK 1 


WINDOWS VISTA ULTIMATi SERVICE PACK 1 

本ライセンス条巧は、お吾诗とが下の巧で拥おされる寶が)吾です。 

D ソフトウ t ア（は下[ホソフトウ》ア J といいまネ）をデバイスと巧に的 
がするデバイマ留這業ま（な下 r 袋這業ま J といいます)_または 

D ホソフトウ X アをデバイスと巧に妃巧するソフトウ王アインストール業 
ま（な下「インストール業ま J といいます）との聞に.巧なされる契巧害で 


f 图ラ ' 


イ它ンス条項に同宜します (A) 


□ をクリックすると岡になります。 


[次へ]ボタンをクリックする 


《さ巧 Windows の它ットアかブ 

ライ它ンス条巧をお萬みになつてください 


S VISTA 
S VISTA 


ソフトウブ 
HOME BAS 
HOME PREI 


r ライセンスを巧 
: SERVICE PACK 1 
lUM SERVICE PACK 1 


WINDOWS VISTA ULTIMATl SERVICE PACK 1 

本ライセンス条巧は、お吾诗とが下の巧で拥おされる寶が)吾です。 

D ソフトウ t ア（な下[ホソフトウ》ア J といいまネ）をデバイスと巧に的 
がするデバイス留這業ま（な下 r 裝這業ま J といいます、または 

D ホソフトウ X アをデバイスと巧に妃巧するソフトウ王アインストールお 
ま（な下「インストール業ま J といいます）との聞に.巧なされる契巧吾で 

图ライ它ンス条項に同息します (A) 


[ユーヴー名と画像の選択]画面び表示されます。 


ライセンスを項に同意 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


2 

2 




















且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


I Windows Vista では、複数のユーヴび1台のパソコンを別々に使用することびでき 
ます。 

そのとさ、使用するユーヴによって違ラ環境で Windows を起動でさるので、 
Windows 起動時にどのユーヴび使用するのかを識別する必要びあります。そのため 
に、複数のユーヴび使用する場合は、ユーヴそれぞれを区別するための名前を登録し 
ます。 

巧の手順で入力するユーヴ名は、管理ちユーヴを登録するためのちのです。どんな名 
前でち良いので、自分であることを識別でさるよラな名前を入力してください。 
管理ちユーヴとは、複数のユーヴでパソコンを使用する場合、全体を管理してほかの 
ユーヴの使用制限を設定したりでさるユーヴです。 

g ユーザの名前を入力する 

■ [ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴの名前を入 
I 力してください。ユーヴ名は、半角英数字で入力することをおすすめします。「 I 」 
I (カーソル）び表示されている位置か日文字の入力びできます。 



文字の入力方法、入力に使ラキーの位置については、『アシストシート』に簡単な説 
明びありますので、参照してください。 

rdynabookj と入力するときは、キーボードで回囚回囚团回回因と巧し 
ます。 

■キーを押してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなび5表示され 
ていることを確認してください。表示されている位置から文字などを入力でさます。 
表示されていないときは、[ユーヴー名を入力してください]の下の欄をク U ックし 
てください。 


ユーザの 名前を入力ずる 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


















凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアップー 


■入力を間違えたときは 

入力を間違えたときは次の操作で文字を削除して、ちう]度入力しましよう。 

• カーソルの左側の文字を削除する . BACKSPACE I キーを巧す 

• カーソルのち側の文字を削除する .[5 を n キーを巧す 

カーソルを左ちに動かすには、 


キーまたは I キーを巧します。 


ほかのユーヴは、あとで登録でさます。 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないよラにでさる、特定の 
文字列です。 

ここでは 、 Windows Vista を起動するときに入力しないと、起動できないようにす 
るためのパスワードを設定します。これを 「 Windows □グオンパスワード」と呼び 
ます。 

パスワードを入力する 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパス 
ワードとして設定したい文字を入力して<ださい。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定できますび、8文字 
じ(上で設定することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちできま 
すび、セキュ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 


入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできま 
せん。入力し間違えてち画面ではわからないので、気をつけて入力してください。 
Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをちう一度入力 
してください]といラ入力欄び表示されます。 


巧 Windows の它ットアかブ 


ユーヴー名と西みなきが 


ごの ユーブ ーちと苗 むープーアカウン h を 表しまず, ここで巧巧するアカウントは，コン 
ビュータの居を吾アカウントです. 


ユーヴーちを入力してください（巧： 3 ohn )( U ); 


ノなつードを人力してください（巧巧 ( P ): 


このユーヴーアカウントで巧用する西巧を逗巧してください： 

Bfef- 尚む j 方05睽 


パスワードを入力する 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 




























Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


パスワードをもう1度入力する 

[パスワードをちラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順 I 
した Windows □グオンパスワードを、もう]度入力してください。 


I で入力 


お Windows のたジトアップ 


ユーヴー名と西# 0)3 巧 


このユーブーをと西«( む!ーブーアカワン を表しまず • ここで巧ぶするアカウントは、コン 
ピュータの宫理香アカウントです. 


ユーヴーさを入力して<ださい{巧； John){U): 
dynabook 

J なつードを入力してください（巧莫が)： 


/じぐつードをち5—度入力してください【巧： 




このユーヴーアカウントで巧用する西なを适巧してください； 

B f よ h が泣!險 


でへ 【N) 


パスワードのヒントを入力する 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入 
力しておいて、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

パスワードのヒントを入力する 

[パスワードのヒントを入力してください]と書いてある下の欄に、それを読めば自分 
だけはパスワードを思い出せるよラなヒントを入力してください。 


(Qt か Windows のたットアップ 


ユーヴー名と西夕のまが 


このユーブーをと西«( ホユーブーアカワン h を表します • ここで作ぶするアカウントは、コン 
ピュータの居ま香アカウントです. 


ユーヴーさを入力して<ださい（巧； John){U): 
dynabook 

なつードを入力してください（巧装) (P): 


ノ G つードをち 5— 度入力して < ださい【巧： 


}なつー ドのヒントを入力してください 【H): 


このユーヴー只カクントで ixmsi 


園ィ因^が "A 0!險 

I 夕 へ雨 
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パソミの準備-セットアップ- 










































凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ- 


ューザの画像を選択ずる 


どのユーヴであるのかを示すために、ユーヴ名のほかに画像を登録することちでさ 

9 〇 


[：|使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 


巧 Windows の它ットア'ッブ 


ユーヴーると西み巧 


ごのユーザーると苗 むープーアカウント を爱しまず,ここでけ田するアカウントは，コン 
ビュータの居を吾アカウントです. 


ユーヴーちを入力してください（巧： 3 ohn )( U ); 
dynabook 

J なつードを人力してください（巧巧 ( P ): 


ノロつードをちう 一 S 入力してくだちい ( R ): 


) なつー ドのヒントを入力してください ( H ); 


子巧の巧の宇び名 


このユーヴーアカウントで巧用する西夕[を逗巧してください： 


I ■似.曲强險 


巧へ脚 


[巧へ]ボタンをクリックする 


《さ> 拉 Windows の它ジトアップ 


ーヴーると西#(35*?« 


ごの：!ーザーちと B か むーザーアカウント を g します • ここで巧をするアカウントは、コン 
ピユータの居理音アカウントです. 


ユーヴーるを入力してください（巧； 3 ohn )( U ); 
dynabook 

ノなつードを入力してください（巧 S )( P ): 


ノなワ■ドをちう一度入力してください ( R ): 


ノなつードのヒントを入力してくださいが)； 

子供の巧の呼びる 

このユーヴーアカウン h で巧用 T る西宙を送巧してください： 

Bfe '.* 尚む*.識泣!險 


なへ脚」】 


[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。]画面び表示 
されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


% 








































且 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ - 



-夕の名前を入力ずる 


コンピュータに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別するた 
めです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピュータの名前を入力する 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の 
文字列を入力してください。半角英数字じ(外は使用しないでください。またこのとさ、 
同じネットワークに接続するコンピュータとは別の名前にしてください。 


か Windows のたジトアップ 

つシビユータるを入力して、デスクトップの背畳ををがしてください. 




コンピユータち を入わしてくださし、(巧： 〇巧拍 -PC) 任)； 
dynabook-PC 


デスクトジブのち夏をな巧してください（なで、コント□-ルパネルでを至巧巧です)： 


Windows の晋貢 


巧へい} 


(表示例） 


背景画像を選択ずる 


パソコンの画面（デスクトップといいます）の背景を設定します。 


使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 
ク U ックすると、選択した画像び実際の皆景に表示されます。 


か Windows のかットアップ 

コシピユータ名を入力して、デスクトップのち畳を这巧してください • 


曲 


コンピユータち を入力してくださし、(巧： Office-PC) 任)； 
dynabook-PC 


Iのち夏を进巧してください（なで、コント a-J レノ(みレでを至巧巧です)： 


巧へい） 


(表示例） 
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パソミの準備-セットアップ- 





























凸 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ - 


[次へ]ボタンをクリックする 


巧 Windows の它ットアジブ 

コンピユータをを入力して、デスクトジブの背夏を这巧してくださレ、 


み 


コンピュータ& を入力して<ださい(巧： Office-PC)(D： 
dynabook-PC 


デスクトップの背貴を進巧してください（をで.コント□ールバネルでをま巧おです)： 


Windows のち身 


I 巧へい）； 


读示例） 


[ Windows を自動的に保護するよう設定してください]画面び表示されます。 


[推奨設定を使用します]をクリックする 


し^巧 Windows の它ットアップ 

Windows を有なりに巧まするよう設定してください 




巧まを定を使用します (R) 

き妄 W ま巧プ□クラムや推巧のま巧プロクラムをインストールしたり、インターネジ h 
のお居をよ0安全にしたり、ブンラインで巧虽の«;モ呈を®2したりします， 


重ちな更巧プログラムのみインストールしまずの 




Windows 巧の t キユリテイの更巧プ□クラムおよびそのなのま曼な拓 fi ブ□クラムの 
みイシスト ーJ レします， 


をで巧惑します (A) 

通巧されるまで、このコンビユータに它丰ユリテイの巧 S がまる巧をせがちります. 


そ : n ぞれのォブ ■^ョ、ノ にっい 了の を油■ち法を宝ます 

巧ま設定を在用するとき、またはま巧プ□クラムをインストールするときに、一奇め盾巧が 
Microsoft にをちさ打ます.を径ちれた巧まが， お 客毎をを別したり、お客任に速おを巧ったり 
するために使用さ n ることはあ。まだん. プ5バ. 1^-. こがする 青 明ち yi 串六.に=1., 


[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 


Windows の保護の設定をずる 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


























且 Windows を使えるようにする - Windows セッ ト アップ- 


時刻と日付を確認ずる 


コンピュータの内蔵時計の時刻と日付び合っているかどうか、確認します。 

時刻と日付を確認する 

合っていない場合は、正しい内容に設定してください。 


巧 Windows のたットアップ 
ち巧と日巧の設定の在茜 


タイムソーン 【Z) 


「【GMT+ 的: 00) 大肪化みミま 




1819 20 
25 26 27 



[巧44: 2おI 


なへ (N) I 


(表示例） 


■ [タイムゾーン]は、欄のちにある 
▼ をク U ックして、表示された 
地名か日 r 大阪、化幌、東京」を 
ク I 」ックしてくださし、。 

I 年•月の左ちにあるィまたは 
► をク I 」ックすると、月ごとに 
順に表示び切り替わります。 

年•月を合わせてから、下の該当 
する曰をク I 」ックしてください。 

■ 時刻表おのちにあるに]または 
亡]をク U ックすると、順に数字 
び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してか日 [3 または丘]をク I 」ッ 
クしてください。 


^ メモ 


時刻と日付は Windows セットアップ終了後に設定することをでさます。 

時刻と曰付び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用 
期限のあるアプ U ケーシヨンでは、アプ U ケーシヨンの設定後から適用される使用期限など 
び、正しく計測されないことびあります。そのため、この時点で、時刻と曰付び合っている 
ことを必ず確認してください。 


日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 



























凸 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


[次へ]ボタンをクリックする 


巧 Windows の它ットアジブ 
時効と日付のを定の宙置 
タイムソーンロ） 


KGMT + 的:的)大旧' 化巧、ミす' 


日付 ( D ); 

* 2007をち > 

曰ち火水太を± 
31 1 1”） 2 3 4 5 6 

7 8 910111213 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31 1 2 3 

4 5 6 7 8 910 


時刻。)： 



|lS44:2g 


巧へ 【 N ) 


读示例) 


[ありびとラございます]画面び表示されます。 


巧欄始]ボタンをクリックする 


〇 巧 Windows の t ットアップ 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


が 


V 

























且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


パフォーマンスの確認び実行される 

Windows セットアップび終了すると、コンピュータのパフォーマンスを確認する画 
面び表示されます。 

画面下部に[しばらくお待ちください。]と表示されている間は、何ち操作しないで 
お待ちください。 



パフオーマンスの確認び終了すると、 Windows □ グオンノ（スワ- 
び表示されます。 


ドを入力する画面 


手順且で入力したパスワードを入力し、面\/7副キーを巧す 



(表示例） 

Windows び起動します。モデルによっては、「ただいま必要なアプ U ケーシヨンや 
ユーティ U ティをインス!-ールしています。しばらくお待ちください。インス!-ール 
には20分〜40分かかります。途中で電源を切日ないでください。」というメッセー 
ジ画面び表示されます。 

手順巧]に進んでください。 

それじ(外のモデルの場合は、セットアップび完了し、[ウエルカムセンター]画面び 
表示されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


3 


























凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ- 


两 


i 


必要なアプリケーシヨンやユーティリティびインス I ルされる 

パソコンび自動的にインス I -ールするので、この画面び表示されている間は電源を切 
日ずにお待ちください。 


ただいま必罢なアプリケーシヨンやユーティリティをインストールしています。 
しばら < お待ちくた‘さい。 

インストールには20巧~40かかかります。 

途中で覃爲を切らないでください C 


インス I -ールにはしばらく時間びかかります。 

最初のインス I ルび終わると、 Windows □グオンパスワードを入力する画面び表 
示されます。 

手順且で入力したパスワードを入力し、因而司キーを押す 



读ぉ例） 

Windows び起動します。モデルによっては、もう]度「ただいま必要なアプリケー 
シヨンやユーティ U ティをインス!ルしています…」といラ画面び表示され、2度 
目のインストールび開始されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


2 

3 













































且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


必要なアプリケーシヨンやユーテイリテイびインス I -ールされる 

パソコンび自動的にインス I -ールするので、この画面び表示されている間は電源を切 
日ずにお待ちください。 


ただいま必罢なアプリケーシヨンやユーティリティをインストールしています。 
しばら < お待ちくた‘さい。 

インストールには20巧~40かかかります。 

途中で覃爲を切らないでください C 


インス!-ールにはしば日く時間びかかります。 

2度目のインス I -- ルび終わると、 Windows □グオンパスワードを入力する画面び表 
示されます。 

手順且で入力したパスワードを入力し、 胃可 キーを押す 

Windows び起動し、[ウエルカムセンター]画面び表示されます。 


r 東芝サービスステーション」のメッセージび表示された場合は、なの「本節 D 東芝サービ 
スステーションについて」を確認してください。 

メモ 

♦パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音がまれに途切れる場合がありますが、故障ではあ 
りません。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 




















凸 Windows を使えるようにする - Windows セッ ト アップ- 


ur まち ヴー ビス ステーシヨ ン J について 

r 東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知日せを自動的に提 
イ共するためのソフトウェアです。 

このソフトウェアは動作 I こ必要な機器の識別情報などを弊社のサーノ（へ送信します。 

使用でさるよラに設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よく 
お読みください。 

封メモ _ 

•「まちサービスステーション」を使用するには、インターネットに接続できる環境び必要でず。 

•「まちサービスステーション」は、本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーティリティ、ドライ 
バや巨 IOS のうち、一部についてアップデートをお知らせします。このため、「あなたの dynabook . conn 」 
や 「 dynabook . com」、「Microsoft Update 」 などのサイトにアクセスし、よくあるご質問 （ FAQ ) 

やウイルス-セキュリティ情報などとあわせてご利用ください。 


I 設定方法 _ 

「東芝サービスステーション」を使用できるよラに設定する方法は、：欠のとおりです。 

n パソコン起動を、しばらくしてか5通知領域に表示されるメッセージを 
■ クリックする 



または、[スタート]ボタン（@) 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ]一[サー 
ビスステーション] をク I 」ックしてください。 

初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示さ 
れます。 


パソミの準備-セットアップ- 















凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ- 


Q 内容を確認し、[同意する]ボタンをクリックする 


巧用許を書 


束さサーピスステーショシのご利用じあたって * 

巧軍： I 

本ソフトウェアは、わ客様のコンピュータじ当れじよってブレイシストールされを y フトウ王ア①アツブ .5 
テート、あるいは、わぎ様の]ンむ一功こ巧する当なからのま里なも'ミロらせを' 自れ巧に巧ます 
る视能をお巧しますけリ骗をミで附旧ことじ榜ホを巧います。なま商巧は当なのサ-バ-から! 
の!きモじよりお定される巧合びあります)。この视おがち細こなりますと、本ソフトウ巧は、上 i 己榜_ 
ま巧にモデルる、型を、视活器がホ号 (UUID)、 言語ほ新、搜适を号、 0S のバージョン、ま要 
むも'しらせ辰ほ、アップデートおほむどのシステムに聞するさ本话節を、当なのサーバ ーA 定期的 
じち f 言します。本ソフトたアじよりわさ巧の晒人巧祈を巧な。 R ますることはありませんが、まさ 
わ客梯き试例お7巧巧ねどにより当址こも'客横'语辄をご接おいただいている巧合には' 当れよ 
りお客おへ重空なわがらせを巧ま时るぶ要げある巧合や、サ-ピスサポ-卜の向上のために、それ 
らの，關と昭合する巧をがあります。け注） 

システム巧報のも'恥)巧いじついて： 

当社のサーバーにを信ミれをこれらのシステム巧き耐王、 マー ケティンヴやは術的なサポート提供と、 
サボートサーピスの向上のをめにのみを用され、7年聞当化のサーパーけ呆巧した谢こ肖り除ミれ， 

(I同きする|| 願しません -1 
f? ~^ I 曰谢こ再度ま示します 1 


使用許諾書に同意すると、じ(降はソフトウエアのアップデートや弊社からのお知らせ 
を検出する機能が、パソコンを起動すると自動的に動作します。 


I 巧用方法 
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■ソフトウエアのアツプデートびある場合 

本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーティリティ、ドライバや BIOS のラち、一部 
についてアップデートびあることを検知すると、次のメッセージび表示されます。 



メッセージをク U ックし、画面の指示に従って操作してください。 


■ 本製品に対するお知 5 せびある場合 

本製品に対する弊社か日のお知日せび準備されたことを検出すると、なのメッセージび表示さ 
れます。 



メッセージをク U ックし、画面の指示に従って操作してください。 


手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知らせを確認したい場合は、[スタート]ボタ 
ン（償）一 [ TOSHIBA ] -[ユーテイ U テイ]一[ヴービスステーシヨン]をク U ツクし 
てください。 
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凸 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


役立つ操作集 


「 dynabook ランチヤー」 

デスクトップの力‘ジエットに表示されています。 



乂一 J しマガジン 


お«いの PC の 
サボー ト情« 


む 


^^•-7 护マ^巧22 


-インターネット接続の設定が済んでいる場合、画面ち上の(@) 
をク U ックすると、[ヴポート情報]には dynabook . com の最 
新情報び、[メールマガジン]には dynabook . com . ma 旨 azine 最 
新号などび表示されます。ミ日りたい情報の項目をク U ックして 
ください。 


-便利な機能のアイコンびな々に表示されます。ク U ックすると、 
それぞれのアプ U ケーシヨンの起動やホームページへのアクセ 
スび簡単に行えます。 


表示されるアイコンは、次のとおりです。 


皮たす口^ 


r おたすけナビ」び起動します。 
「本章マニュアルで見る 
バソコンの使いかた」 


»•レッスンで？ B 5 . j 

r 動画で学ぶ Office Personal 


ご予灼は、 

こち S か©!ス^ 

rnTcrgn 痴 


2007」び起動します。 



vista の 「？ J « 

しつか OP 巧 I 


'遺> 


/ 1 U/1 がり!- IW. {り 



S 侵いの PC の 
ヴポート情賴 





「本章マニュアルで見る 
バソコンの使いかた」 

「動画で学ぶ Windows VistaJ 
び起動します。 

「本章マニュアルで見る 
パソコンの使いかた」 

「あなたの dynabook . com 」 の 
説明画面び表示されます。 

『いろいろな機能を使おう 
6章！!-团トラスレ事 
例を見てみる』 


インターネット接続の設定び済んでいる場合は、「あなたの dynabook . com 」、 「ま芝 PC 電話サポート 
予約サービス」、「遠隔支援サービス 」、 「PC i- 「 epai 「 サービス」、「訪問サポート」の説明画面上でク 
U ックずると、該当のホームぺージへアクセスしまず。 

• dynabook ランチヤーをガジエツトから切り離して、 dynabook ランチヤーの各アイコンを一覧表 
おすることがでさます。次の手順で巧います。 

① dynabook ランチヤー上でもク U ックし、表示された><1：ューから 
をク IJ ックする 


»な忙の PC ちブロが 
■隔揭巧してご巧明^^^ 


遠隔支援ヴービスの説明画面 
び表示されます。 

r 東芝 PC サポートのご案内』 


東芝 PC 電話ヴポート予約ヴー 
ビスの説明画面び表示されます。 

陳芝 PC サポ—卜のご案内』 

修理のお申し込みの説明画面 
び表示されます。 

陳芝 PC サポートのご案内』 

訪問ヴポートの説明画面び表示 
されます。 

r 東芝 PC サポートのご案内』 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


% 


























































且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


日付と時刻の巧認 


時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインタを合 
わせると表示されます。正しく設定されているかどうか確認してください。 



(表示例） 

正しく設定されていなし觸合は、 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』を確認して設定してください。 

I Windows Vista でわか5ない操作びあつたとを _ 

Windows Vista の使いかたについては、[スタート]ボタン (な）一 [ヘルプとサポート] 
をク U ックして、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

Windows Vista の最新情報は;欠のホームページから確認できます。 

♦ Windows Vista について 

URL : http :// www . fnicrosoft . cofn / japan / winclowsvista / 

Windows の基本操作については、〈〈パソコンで見るマニュアル〉〉をご覧ください。 

I Windows セツトアップびお了した6 


Windows セットアップやアプ U ケーシヨンのインス!ルなどび終了したら、巧の操作を 
寺子ってお < ことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にする 

「Windows Update 」 で更新プ□グラムをインス!ルしてください。 

「Windows Update 」 《パソコンで見るマニュアル娘索）： Windows を最新の状態にする》 

• リカバリディスクを作成する 

U カバ U ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元0」カバ1」）す 
ることびでさます。 

U カバ1」ディスクについて「4章0 U カバ1」ディスクを作る」 

なお、 U カバ U ディスクを使って実際に U カバ U を行うときは、操作の流れをよくご確認く 
ださい。 

U カバ U について「已章買ったとさの状態に戻ずには」 
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パソミの準備-セットアップ- 

















ほい終わりとほいはじめ 



ソ 
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ン 
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プ 



パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したときの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数日 LU 上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 


A 警告 

• 電子機器の使用び制限されている場所では/ くソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 
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n 使い終わりと使いはじめ 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましょう。 

スリープには、通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能もあります。 
作業を中断している間にバッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保を 
されていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にすると、データは保持され 
よ9 〇 

八イブリッドスリープ「本項 B スリープ機能を強化する」 


スリープの実行方法 



スリープ機能を強化ずる 

Windows Vista には、通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能び用意 
されています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクドライブの両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保を 
されていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディス 
クドライブから作業内容を復元でさます。 

ハイブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、八イブ U ッドスリー 
プとして機能します。 

またス U —プを実行してか日一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

mm 休止状態《バソコンで見るマニュアル（検索）：休止状態》 

ハイブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

[スタート]ボタン （) 一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 




□ 



ス U —プにする 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 




V 






























n 使い終わりと使いはじめ 


[4 lr バッテリ設定の変動一選択している電源プランの[プラン設定 
の変更]をクリックする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの下に表示されています。選択している電源 
プランの下に表示されている[プラン設定の変更]をク I 」ックしてください。 


© G ， を «八ードゥェァとヴゥンド ► 里哀ブブシ3ン 






スリープ g 巧玲の/ U つード 
開 


カバーを团じたとさの 
退巧 


〇ディスプレイの tts を切る時 
田のち壬 

i . コンビユータげスリープ巧« 
になる巧巧を否 S 

タティスブレイの SS を a 空 


ち S プランの置巧 

呈 S プランによつてコシビュータのバつブーマシスを是スにした0,呈力を»巧し C りできます.ブ 
ランを還巧してアクティブにする力、、ブランをさ巧してから電力設定を否至ずることでカスタマイス 
レてください. ブ3、'の! 

プラン(か〇ジテ U メーターに受示されます 


争バランス 

プラン篇王のま更 


©る私 

プラン置玉のま更 


C 舌バフブ-マンス 
プラシ島王な巧 S 


バがテ IJ の寿を ； i 
バフオ ー7 ン义 i 


バゲテリの寿を ： * 
バフオーマシス；, 


パVテリのちを ： t 
バフオ ー7 ン义4 


八イブ I 」ッドス I 」ープの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます。 

[詳細な電源設定の変更]をクリックする 


つ 口 柄1曲 


ドノ， r み《呈 g ブプシヨン ► ブラン呂で(1^ 


’1*,1「*果 


pi 


巧のプランの置左の空ま；バランス 

お使いのコンビユータで巧用ずるスリーブ状 g とテイスプレイの設定をちがしてください. 


^ 苗 S : こ巧巧 


C デイスプレイの巧を切る； |xx 巧 

’.1 1 が 3 

’1 

% コンピユータをスリープ巧態にする： Ixx 巧 

-|| 1 動 

，| 

み デイスブレイの 《 度を男空； ウ 0 

；> 〇 

IJ 

【註进な 宙巧設 去の巧 S に） ) 



このプランのほちのを左をを元する也） 




「巧*のな巧 

1 し キ P ン t ル J 


[詳細設定]画面び表示されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 








































n 使い終わりと使いはじめ 


[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か5 [八イブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする③ 


み竜涅オプション 


I を化 I 


註を田記ミ|_ 


V ^カスタマイズする啟プランを涅巧してか6、お巧し、の 
タ コンピユータでち想を管理する方るを反巧している基ち 
を逗巧してください. 

C 拍.巧そ I 用でホむい巧すのを'串 


バランス[アクテイス 


B 進巧時のノ〇■つードを么夏とする 
ルツテリ巧動：’まい 
電源に货巧：はい 
田ミ乏音電力設去 VX.XX 
田 JV — ドディスク 
陌 n イ かしス ァが夕の!沉 
[ I スリープ ) - 

田巧のは巧わ饱巧!宙フ I I — ブすろ 


田汀を擅巧 M ' iE 巧巧 Iw 


ブランの既定をお元する ( B ) I 


〕 I キ似むレ ] 巧用(か ] 'I 


.① 

-② 


八イブリッドスリープの有効にしたい状態をクリックする 

それぞれの項目は、次のよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U 駆動時に八イブ U ッドス U - プ機能を有効にしたい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるときに八イブ U ッドス U —プ機能を有効にした 
い場合 


み顧オプション 


I を 1 な I 


註を田設定|_ 


ぶ 


カスタマイスする啟プランを進がしてからお使いの 
コンピユータで電おを营巧する方をを皮巧している設定 
を进巧してください. 


バランス[アクティブ] 


曰復 I 话時のノ t スつードを必妄とする 
バッテリ巧国：はい 
醜こ接拐：はい 
田ちミ営ち力贾ミ VXXX 
田ハードディスク 
田つイサレスアダプタの設定 
曰ス U - ブ 

田巧の時巧が経遏吿スリープする 


曰 


巧 


"巧 


バジテリ巧聞：オフ 
是居:こお巧：ブフ 


プランの巧左をを元する ( E ) 


〕I キ V ンむレ I [ 通用(が 



パソ n ンの準備—セットアップ— 
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n 使い終わりと使いはじめ 


項目の横に表示された-をクリックし①、表示されたメニューか5 
[オン]をクリックする② 



① 

⑤ 


[0 K ] ボタンをクリックする 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドス U —プとして機能します。 


—役立ご操作集- 

一定時間の経過後、休止状態にする 

ス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的 
に休止が態に移行するよラ設定でさます。 

[詳細設を]画面で[次の時間び経過後休止状態にする] 

をダブルク1」ックし、表示された項目を選択して ▲ ▼ 

で時間を設定してください。 

ス U —プを実行してから設定した時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 

休止状態 

《バソコ ンで 見る マニュアル （検索） ： 休止状態》 


V ノ 






パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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n 使い終わりと使いはじめ 


2 


電源を切る 


数日じ(上パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違った操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ラおそれびあります。 




電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存して<ださい。保存されていないデータは消失します。 

起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

Disk 0 LED 、 ブ U ツジメディア LED 、 ディスクトレイに□び点な中は、電源を切らないでく 
ださい。データび消失するおそれびありまず。 



電源を切るには、なのよラに操作してください。 

n [スタ-卜]ポタンをク U ックする 

D ボタンをクリックし①、表示されたメニューから[シャットダウン] 
をクリックする⑨ 


ずべてのブ□グラム 


冷まの巧巧 


巧 



Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power 6 LED び消灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに 
切って< ださい。 

ディスプレイは静かに閉じてください。強く開じると衝撃でパソ〕ン本体び故障ずる場合びあります。 
パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとずぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう]度起動することを「再起動」といいます。パソコンの 
設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、巧のように操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)をクリックし、表示されたメニューか5 0をクリックずる 

② 表示されたメニューか日[再起動]をクリックする 
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パソミの準備-セットアップ- 







































n 使い終わりと使いはじめ 


团 


電源を入れる 


Windows セットアップを終えたあとは、なの手順で電源を入れます。 

電源を入れる前に 



さス□ットにメディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

プ U ンタなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電源を入れてく 
ださい。 


電源スイッチを巧す 
■ G 50 シリーズの場合 

Power む LED び白色に点打するまで電源スイッチを巧してください。 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 

































u 使い終わりと使いはじめ 


■ F 已〇シリーズの場合 

Power む LED び白色に点灯するまで電源スイッチを巧してください。 



Windows び起動し、デスクトップ画面び表示されます。 
パソコンび動作中は電源スイッチび白色に点打します。 


電源に関する表示 


電源の状態はシステムインジケータの点灯状態で確認することびでさます。 
電源に関係あるインジケータとそれぞれの意味は次のとおりです。 



状態 

パソコン本体の状態 

DC IN ^ LED 

白の点灯 

AC アダプタを接続している 

消灯 

AC アダプタを接続していない 

Power (!) LED 

白の点灯 

電源 ON 

オレンジの点滅 

ス1」ープ中 

消打 

電源 OFF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、『いろいろな機能を使おう日章0 Q & A 集』を参照してください。 
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パソミの準備-セットアップ- 

























7 ニユアルで見るパソコンのほいかた 


Windows のセットアップび終わった日、いろいろな機能を楽しみましよう。 

本製品には、本書をはじめとした冊テのマニュアルと、パソコンの画面で見る電モマニュアル 
びあります。巧りたいことに合わせて、各マニュアルをお読みください。 


本製品に付属しているシー 



ここでは、本製品に付属している;欠のマニュアルについて説明します。 


パソコンの操作方法び簡単に分かるシー 


r アシストシート J 

□ーマ字での入力のしかたや、入力に使ラキーの位置 
など、文字入力のちょっとしたわからないことを説明 
しています。 

r 無線 LAN 
6く S く設定シ —Kl 

無線 LAN に接続するための、簡単な設定方法を説明し 
ています。 

r 困つたとをに見る 
シート J 

パソコンを使っていて、困ってしまったとさの解み方 
法を紹介しています。 




_ J ，口。口け • •ベー I 

/» 气，口。•け 

、■ A |"T •■い* I 

で三 3 T ル 

〇"*®* み 



|~「4化— JILfl . -1 ~み 

の ’， I 

i ■ Isn ‘。 xnatfLAi■ 

an • と a … 3 B3TI 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


が 






































































マニュアルで見るパソコンの使いかた 


役立つ冊子マニュアル 


r 準備しょう J (本書） 

、み' r いろいろな機能を使おう J 


& 


本製品にはどんな機能びあるのか、どんな周辺機器び使える 
のか、接続のしかたや機器を使ラとさに気をつけていたださ 
たいことについて説明しています。 

また、ノ（ソコンの動作びおかしいと思ったときの解決策も説 
明しています。 

r 映像と音楽を楽しもう J 

パソコンでテレビを見たり、録画したりする方法を説明して 
います。 

また、 DVD をパソコンで見たり、映像を DVD に記録する方 
法、自分の好さな巧を集めた CD を作る方法など、オーディ 
才-ビジュアル機能の楽しみかたを説明しています。 

r ま忌 PC ヴポートのご案内 J 

修理や訪問サポートの窓口など、サポート体制について紹介 
しています。 


3SHIBA I 



mw けに itacM しで <なぃ 

ま芭 PC ヴポートのごま巧 





※冊テマニュアル「いろいろな機能を使おう」や、電子マニュアル「パソコンで見るマニュアル」の 
「困ったとさは」に、トラブルが起さにとさの基本的な日 & A 集があるので参考にしてください。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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マニュアルで見るパソコンの使いかた 


〇[/ r ノコンで見るマニユアル 



ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 

I 

セ 

ジ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


ここでは、パソコンの画面で見るマニュアルについて紹介します。 


パソコンつて何 


r はじめてガイド J 

初めてパソコンを使ラかたへ、パソコンを使ラときの基本的な 
ことび5について説明しています。 

デスクトップって何？画面に表示されている矢印は何？ 
コンピュータウイルスってなんのこと？ 

パソコンを使ラとさに知っておさたい基本を、ぱ日ちゃんび 
紹介します。 

■起動方法 ... 

デスクトップ上の0をダブルクリック^ [パソコンで見る 
マニュアル]タブをク U 、ソ クー をク U ックします。 



パソコンの富本操作や活用巧、困つたとをの対処巧を知りたい 


r パソコンで見るマニュアル J 

パソコンの基本的な操作や、活用法、困ったとさの対処法な 
ど紹介しています。巧りたいことび載っているページを、 

キーワード検索で探すことびでさます。 

■パソコンの昼本操作 

マウスの使いかたや文字入力、インターネット接続やメール 
の使いかたなど、ノ（ソコンの基本操作を説明しています。 

■パソコンを使いこなす 

パソコンで映像や音楽を楽しむ方法を紹介しています。 

また、パソコンの設定を自分に合わせて変更する方法を説明しています。 

■困ったとさは 

パソコンを使ラとさに役に立つ便利な使いかたや、困ったとさの対処法を Q & A あ式で紹介 
しています。わかりやすくパソコンの用語を解説した「用語集」ちあります。 

また、アプリケーシヨンのお問い合わせ先を案内しています。 

■起動方法 

デスクトップ上のをダブルクリック^ [パソコンで見るマニュアル]タブをクリック 
— - ir をク U ツクします。 
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マニュアルで見るパソコンの使いかた 


どのアプリケーシヨンをほえばよいか知りたい 


r おたすけナビ J 

「おたすけナビ」には、お使いのパソコンに搭載されている 
アプ1」ケーシヨンの中から、目的のアプ I 」ケーシヨンをすば 
やく探し出し、直接起動することびできます。やりたいこと 
はわかっているけれど、どのアプ U ケーシヨンを使えばよい 

かわからないときに便利な機能です。 ，主一化 II 、 

I 表术例） 

■起動方法 ぶ 

デスクトップ上の[おたすけナビ]([0)をダブルク I 」ックします。 

[スタート]ボタン（<^)一 [すべてのプ□グラム]一[おたすけナビ]をク U ックして 
起動することちでさます。 



を面で'ぎ。 Windows 化お 


Windows Vista のほいかたを知りたい 


r 動画でぎぶ Windows VistaJ 

Windows Vista の基本的な使いかたを、ぱらちやんび動画 
で紹介します。 

■起動方法 ， 

デスクトップ上の^■をダブルク I 」ックー[学習]タブを 
クリックー贏 をク U ックします。 

[スタート]ボタン (な）一 [すべてのプ□グラム]一 
働画で学ぶ Windows Vista ] をクリックして起動することもできます。 


四 





文書/メール/表やグラフを作りたい 


r 動画でぎぶ Office Personal 2007 J 

文書作成ソフト 「Office Word 2007」、表計算ソフト 
「Office Excel 2007」、メールソフト 「Office Outlook 
2007」を、ぱ日ちゃんび動画で紹介します。 

■起動方法 

デスクトップ上のをダブルク|」ック^ [学習]タブを 
一 


ク IJ ック- 


をク I 」ックします。 



[スタート]ボタン（な）一[すべてのプ□グラム] 
2007]をク U ックして起動することもできます。 


勵画で学ぶ Office Personal 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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マニュアルで見るパソコンの使いかた 


プレゼンテーションのための資料を作りたい 


r 動画でぎぶ 

Microsoft Office PowerPoint 2007 J 


プレゼンテーシヨン作成ソフト 「Microsoft Office 
PowerPoint 2007」を、ぱ日ちゃんび動画で紹介します。 

■起動方法 

デスクトップ上の0をダブルク|」ック^ [学習]タブを 


ク IJ ック- 


み 

"艦‘* 

PowerPoint 


をク I 」ツクします。 


曲が . 学。 Hicmsoft’Of ^ 

Power 阳 int a 2 邮 7 

lialL 

PoKerPoint 2007 ■本 ■ PoiierPoint2D07effla '' ?本 KS の S いち ** 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一 

風画で学ぶ Microsoft Office PowerPoint 2007] をク U ックして起動することもでき 
ます。 



パソ n ンの準席—セットアップ— 




















■ 具い替えのお客巧へ 


前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 
- PC 引越ナビ- . 


「 PC 引越ナ 


已2 









パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 



■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

• システム* 1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2000 /Windows XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*1 マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また、 [Internet 

Explored のバージヨンび「日 SP1J じ(上であることを*認してください。それた(外のバージヨンの 
場合は、「巨 SP1」 を適用してください。 

システムの正式名称は巧のとおりです。 

Windows 98 SE'.'Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 日本語版 
Windows Me'.'Microso け® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版 
Windows 2000 '.'Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home---Microsoft* Windows® XP Home Edition operating system 日本言吾版 
Windows XP Professinal-' Microsoft® Windows* XP Professional operating system 日本語版 

前のパソコンの動作環境について - 

• あらかじめ、「付録 「 PC 弓陋ナビ」について」を確認してください。 

■使用できるメディアや環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
•ク□スケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を還んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用でさるメディアはなのとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD 十 RW • DVD-RAM • USB フラッシュメモ U 



IM のパソコンのデータを巧巧ずる 

I -PC 引越ナビー 


買い替えのお客様へ 
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I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


rpc 引越ナビ」で移行でさる設定とデータは、なのちのです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 
- cookie 

- RSS フイールド （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

. ホームページ（スタートページ）の設定 
-□一カルエ I 」アネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

巧期状態で登録されているメインユーヴの; 欠のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、デイレクト U サービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

* rMicrosoft Outlook] は Office 搭載モデルにのみ付属およびインス ! ルされています。 Office び搭載 
されていないモデルの場合、じ ( 前にご使用されていたバソコンになをされている 「Microsoft Outlook 」 
のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に市販の 「Microsoft Outlook 」 を 
本製品にインス I'' ールする必要びあります。 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルールの utlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows Vis ねじ1外では[マイドキュメント])フォルダに保巧されて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフォルダ単位で行います。 


本製品で使用できるメディアについては、『いろいろな機能を使おう』で確認してください。 
前のパソコンでどのメディアび使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、あ日かじめフォー 
7ットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

I 巧巧で宝る設定とデータ 
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^: 


移行でさる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の駐細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面でお語し 
て < ださい。 

[ PC 引越ナビ機能選択]画面で [ PC 弓陋ナビを初めて 
使ラちは、こちらを還択してください。]をク U ックする 
と、2ページ目に表示されます。 

知りたい項目のアイコンをクリックしてください。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - 


rpc 引越ナビ」について」をお認してくださし、。 
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I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいでしよラ。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を遇択します。 


本製品 


CD/DVD USB メモ U 


* 



ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 


r こん包プ□グラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フォルダにコピーしてください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 



USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル（「こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



USB メモ U 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行する データの 容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



r こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 



USB メモ U 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 



起動方法 

デスクトップ上の [ PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナロをクリック 
して起動することちできます。 

画面下の。をクリックし、ま意制限事項を確認する 


店用綿恩離戲 S 既醒驟盟 S 推記 
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1固括8巧自吾.肯 Si | の指吾 S た13术生8巧自吾<事美 fi | a の巧夫.事美 C 
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「 PC 弓陋ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

目巧で[を意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 

[同意する]をチェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

使用許諾契約に同意しないと、 「 P 巳引越ナビ」を使用することはできません。 


9的 1わピ Ve 口. 0 

■nl み, 

TOSHIBA 



PCS 田ナビ巧用許諾 
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を意事項び表示されます。内容を確認し、 [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなか日、操作してください。 
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I 説明画面について _ 

■操作に困ったとさ 

[説脚ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明び表示されます。 


ク U ックすると元の画面に 
民りま-9 〇 


説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 


ク U ックすると前のページに 
民りま-9 〇 


ク U ックすると;欠のページに 
進みます。 



買い替えのお客様へ 
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■ インターネットを皮ちに利用ずるために 

ーウイルスチェック/セキユリテイ巧策一 


コンピュータウイルス（パソコンにトラブルを発生させるプ□グラム） 
や八ッカーやスパイウェアによる個人情報へのアクセスなど、イン 
ターネットを使っていると知5ない間にトラブルび襲いかかってくる 
おそれびあります。 

この章では、本製品に添付されている、よりま全なインターネット使 
用をヴポートするソフトについて説明します。 


1インターネットとメールを使うには . 60 

2ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

—ウイルス*インターネットセキュリティー . 67 

3ウイルスバスターによるウイルス対策 . 69 

4有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する . 73 












インターネツトとタールをほ3には 


ホームページの閲覧やメールのやり取りをするには、ケーブルの接続や設定び必要です。 

■準備 _ 

■プ□バイダに加入する 

プ□バイダとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料金や 
サービス内容び異なります。使用でさるまでに数日かかる場合びあります。 

■ブラウザソフトを用意する 

標準装備の riVlicrosoft Internet Explorer 」 でホームぺージの閲覧びできます。 

■ケーブルを用意する 

使用する LAN ケーブルは本製品には付属していません。市販の LAN ケーブルを購入してくださ 
い。 

■メールソフトを用意する 

標準装備の [Windows メール」でメールのやり取りびできます。 

インターネットやメールに添付されたファイルでコンピュータウイルスに感染する場合びあり 
ます。コンピュータウイルスに感染してしまうと、パソコンのデータび破壊され、パソコンび 
使用できなくなることびありますので、インターネット接続やメールのやり取りをする前に、 
ウイルスチェックソフトの設定をしてください。 

ウイルスチェックソフトについて「本章0ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

メモ 

•本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、日付と時刻び合っていることを 
必ず確認してください。曰付と時刻び合っていないと、アプリケーシヨンの設定後から適用される使 
用期限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することわでさます。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 


インタ I ネットを快適に利用するために I ゥィルスチてック/セキュリティ対策 I 
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本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ □- 
ドバンドでインターネットに接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet り000 BASE - T)、Fast 曰 hemet 
(100 BASE - TX)、 Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernets Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 

mm LAN ケーブルを接続ずる 


LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、附録 □ B 有線 LAN につい口を確認してください。 



インターネット接続の設定《バソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットについて》 
Windows メールの設定《バソコンで見るマニュアル（検索）：メールを使ってみよう》 


設定完了 


インターネットとメールの設定をする 

インターネット接続の設定をするとさは、プ□バイダとの契約時に送日れてさた説明書 
などを用意してください。 

メールのやり取りをする場合は、メ ールソフトの設定も必要です 。 「Windows メール」 
じ(外のメールソフトを使巧する場合は、メールソフトの説明書やヘルプを確認してくだ 
さし、。 


パソコンにケーブルを接続する 

インターネットへの接続方法によって接続するケーブルは異なります。 

ケーブルのちラー方の接続先は、プ□バイダとの契約時に送日れてさた説明書などを確 
認、してください。 


D インターネットとメールを使ラには 


使用するまでの流れ 


るために—ウイルスチェック/セキユリテ 
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D インターネットとメールを使ラには 


LAN ケーフルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなび日はずして<ださい。ケーブル 
を引っ張日ないでください。 



m パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 

■ G50 シリーズの場合 



■ F 已〇シリーズの場合 



LAN ケーブルのをう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダにお問い合わせください。 
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D インターネットとメールを使ラには 



B ADSL 接続を設定する方法 

接続に必要な設定はプ□ノ（イダによって異なります。詳しくは契約しているプ□ノ（イダにお問 
い合わせください。プ□バイダから、接続に必要な CD - ROM などび支給されている場合は、そ 
ちらをご利用ください。 


動作が態を確認するには 


LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つの LED びあります。 

■ G 已〇シリーズの場合 




ネットを陕適に利用するために— ウイルスチェック/セキュリティ巧策— 3 

i 6 














































D インターネットとメールを使ラには 


•「Windows メール」を巧めて起動したときや、インターネット接続の設定び完了していない場合は、 
設定画面び表示されまず。《パソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットについて》を確認し、 
設定を行ってください。 


Windows メールの設定 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [Windows 
メー J レ]をクリックする 

[Windows メール」び起動し、設定画面び表示されます。 

■ 確認画面が表示された場合 

• 「通常使用するメールクライアントとして選択しますか？」といラ画面び表示され 
た場合は、[はい]ボタンをク U ックしてください。 

メールを届けるときの名前を入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

「表示名」は、メールび相手に届いたとさに表示される名前です。 




至子夕一んをを信するとまに.名前が【麦化人]のフイールドに表示されます.表示する 
名巧を入カレてくだちい， 


: f dynabook 


王ぶ一 I レア t ウン K の18<じつし rr 


-① 


-② 


因 


メールの 設定をする 



メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 

ここでは、 Windows 標準のメールソフト 「Windows メール」での設定を説明します。プ□バ 
イダか日送日れてさた説明書を手元に置さ、操作を進めてください。 

メールの送受信を行う前にウイルスチェックソフトをインス!-ールすることをおすすめします。 
ウイルスチェックソフトについて「本章己ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

^ メモ 
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インターネットとメールを使ラには 


電子メールアドレスを入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

プ□バイダか日発行された自分の電子メールアドレスを入力してください。 



メールヴーバ名を入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

メールサーバ名はプ□バイダか日送日れてきた説明書に記載されています。 



巴を信ヴ ー/ :が必要凶 












D インターネットとメールを使ラには 


-① 

凶/ W ワートをな斤 f る化 J 


⑤ 


n [完了]ボタンをクリックする 

n 電子メールをあとでダウン□ー ドしたい場合は、[今は電子メールをダウン□ー ドし 
B ない]をチェックしてか日[完了]ボタンをク U ツクしてください。 



設定び完了しました。 


たづメモ 

•「Windows メール」を使用したメールの送受信について、詳しくは《パソコンで見るマニュアル（検 
索）：メールの送受信と表示）で紹かしています。 


メールのユーザ名とパスワードを入力し①、[なへ]ボタンをクリック 
する② 

ユーヴ名は「メールアカウント名」 「 POP アカウント名」「メール□グイン名」「ユー 
ヴ名」など、プ□バイダによって用語び異なります。プ□バイダから送日れてきた説 
明書に記載されています。 




A 


0 . 



インターネダトゾ ーJ レログオン 


インターネットヴービスプロバイダかち巧なされたユーヴー名およびノ a つード宙入力 
レて < ださい. 
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^ \ Q 役立ご操作集- . 

Windows セキュリティセンターについて 

「 Windows セキュ U ティセンター」は、セキュリティの設定をしたり、 Windows フアイアウオール、 
自動更新、ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、パソコンのセキュ U ティを向 
上させるお手伝いをします。 

セキュ U ティセンターはパソコンが危険にさらされている場合、 
通知領域に@アイコンなどで警告します。 

詳しい操作ち法は《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

セキュリティの状態をお認ずるには》をお認してください。 

V_ ) 


コンピュータウイルス巧策 


コンピュータウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコン 
内部に入り込んでしまラことびあります。 

コンピュータウイルスに感染すると、次のよラなことびおこる可能性びあります。 

•パソコンのデータび破壊され、パソコンを使用できなくなる 

•インターネットを経由して、パソコンに残している個人情報にアクセスされる 

コンピュータウイルスの感染や不正アクセスか日パソコンを保護するため、インターネットへ 
の接続やメールの送受信をする前に、ウイルスチェックソフトをインス!-ールして、普段から 
定期的にコンピュータウイルスの検出を行うようにしてください。 

本製品には、次のウイルスチェックソフトび用意されています。 

• ウイルス バスター 

ウイルスの発見や駆除はちちろん、個人情報保護やネットワークセキュ U ティ対策びできる 
アプ U ケーシヨンです。初むちのかたにち使いやすくなっています。 

「本章0ウイルスバスターによるウイルス対策」 




ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

-ウイルス • インターネットセキュリティー 


本製品に用意されているウイルス-インターネットセキュリティ用のアプリケーションを紹介 
します。 




使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 □ B ウイルスチェック■セキュリティ対策について」を確認してくだ 
さし、。 
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Q ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには-ウイルス-インターネットセキュ U ティ- 


圓市おのウイルスチェック/セキュリティ巧策ソフトを使用する場合 

市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを使用する場合は、本製品に用意されてい 
るウイルスチェックソフトをパソコンからアンインス!-ール（削除）してか日、市販のウイル 
スチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインス!-ールしてください。 

アンインス!ルは、「コント□-ルパネル」の「プ□グラムのアンインス!ル」で行います。 
アンインス!ル方法《パソコンで見るマニュアル（検熱：アプ U ケーンヨンの削除》 



ン 

夕 

I 

ネ 

ツ 

卜 

を 

快 

適 

に 

利 

用 

す 

る 

た 

め 

1 .- 
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インターネツトをより安全に楽しむために 


インターネットを利用すると、パソコン画面上でいろいろな情報を見ることびでき、大変便利 
です。しかし、インターネットは、いい情報だけを入手できるとは限りません。また、情報を 
入手するだけでなく、ミ□日ない間にこちらのパソコンの情報を引さ出されてしまラことちあり 
よ g 〇 

「よくない情報」の例として代表的なちのは、「コンピュータウイルス」びあります。こち日は 
ウイルスチェックソフトで予防することびできます。特に気をつけたいちのは、インターネッ 
卜を通じて、こちらのパソコンの情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧履歴など）を 
第=ちに流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーヴに悪影響を与えるおそれのある「有書 
サイト」です。 

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有害サイト閲覧制限ソフトを上手に使つ 
て、快適にインターネットを楽しみましよラ。 


^ メモ 


I 本製品にはユーヴの年齢やホームページのカテゴ U によって表示するサイトを制限でをる n - フィル 
夕一已.0」び用意されています。 

「本章 D 有害サイトの閲覧（アクセス）を制限ずる」 
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「ウイルスバスター」は、個人情報保護、コンピュータウイルスの発見、駆除、ネットワークセ 
キュ U テイ対策びできるアプ U ケーシヨンです。 


了 


mm 最新の巧策法を手に入れる 

コンピュータウイルスは、な々と新しいちのび出現します。ウイルスチェックは、パターン 
ファイルに基づいて行いますので、最新のコンピュータウイルスに対応したパターンファイル 
を入手する必要びあります。「ウイルスバスター」ではアップデート機能を使ってパターンを要 
新でさます。 

アップデートはインターネットに接続して行います。あ日かじめインターネットに接続する設 
定を行ってから操作を始めてください。 

インターネットの接続について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：インターネットについて》 

通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（巧）をダブルクリックする 

[ウイルスバスター]アイコンび通知領域に表示されていない場合は、[スタート]ボ 
タン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスター200 8] 一 [ウイルス 
バスター2008を起動]をク U ックしてください。 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 


I い 

I 曾茲ィ。づ 

1^不正毎乂巧ま/ I 

|_\ブ不ットワーク居ま ^I 

I フイツシンクホな / I 
I け鉛メ—ル巧ち I 

I け 7 けテ-卜惟娜 1 

I ◎ 〜レブとサボ-卜 

トレンド 

1/ ■i ■ 5 ^?がが a W ' 


アップデート巧能を有巧にしてご巧田くだ去い 

巧資のな巧にするに<ん[今ず < g 巧ずる]をクリックレて<ださ 


>る g 巧のをま巧な： 民 g ( agg 度がすべて有巧1 


>わキユ U テイレポート； 巧通のセすユリテイレポート 




[現在の状況]タブで、「ウイルスバ 
スター」のセキュ U ティ状況び確認 
でさます。 


[が巧巧]で，ウイルスやスパイウェ 
アのホち左 M«S し ST. 


【アップデート巧 g] で.展 R バターン3 
7■イ JL のタクン□-ドを K 拓します. 



3 


ウイルスが巧 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 


[アップデート/その他]タブで[アップデート開始]ボタンをクリッ 
クする 



I アップデート機能を有効にする _ 

アップデート機能を利用するには、アップデート機能を有効にしてください。有効にするには、 
メールアドレスの入力び必要です。 

アップデート機能を有効にしていない場合は、[ウイルスバスター]画面の[現在の状況]タブ 
で、「アップデート機能を有効にしてご利用ください」と表示されます。[今すぐ解みする]ボ 
タンをク U ックし、表おされる画面で、[アップデート機能を利用できません]の[今すぐ解決 
する]をク I 」ックしてください。 

アップデート機能を有効にするための画面び表示されます。「個人情報の取り扱いについて」の 
内容を確認し、メールアドレスを入力して、[アップデート機能を有効にする]ボタンをクリッ 
クしてください。 

LU 降は、表示される画面の指示に従って操作してください。 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 



検索を開始します。 

ウイルスのチェックび終わると、結果画面び表示されます。 

ウイルスび発見された場合、初期設定ではウイルスやファイルの種類によって適切な 
処理び実行されるよラに設定されています。特別な理由びない限り設定を変更しない 
で使用することをおすすめします。 

_詳しくは、ヘルプを確認してください。 

Q [閉じる]ボタンをクリックする 


ウイルスをチェックずる 

ウイルスチェックは、パソコンで使用しているソフトウェアやファイルの動きを監視するリア 
ルタイム検索や、定期的に検索を実行する予約検索ちありますび、ここでは手動での検索を説 
明します。 

H 通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（@)をダブルクリックする 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

B [現在のげ況]タブで[検索開始]ボタンをクリックする 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 


2 


ウイルス巧策 la かの機能 


r ウイルスバスター」には、コンピュータウイルスを検出/除去する総合ウイルス対策機能のほ 
かに次の機能びあります。 

•フィッシング詐欺への巧策をする 
•スパイウエアを検出して処理する 
• 個人情報の漏えいを防止する 

•不正アクセスを防止する（パーソナルファイアウォール） 

• 迷惑メールや詐欺メールを判定して処理する 
• ネットワークへの不正侵入を監視する 
•ネットワーク上の複数台の「ウイルスバスター」を管理する 
• 有害サイトへのアクセスを制限する 

詳しくは、ヘルプを確認してください。 

I ヘルプの起動 


[ウイルスバスター]画面で[ヘルプとヴポート]タブの[ヘルスを 
クリックする 


巧巧 


ウイルス八双占 2008 


日, 


喉 


ウイルススイウェア I 


を忍? 


I 曾 ar 篇 r 

I アがブデ-卜/その化 


[|Z^ パージョシ宿* 

[[3%この民品のバージ3ンをちなど 
SiRg で S ます ■ 


^巧を巧*65夏 a した〜レブ se 
おします， 

V サボート任 g 

ヴポ-卜巧《ぺ-ジにアクの 
します， 




一む 

呈}俗 


たキユ U テイ巧 S 
ま。中の。イルスの黄班巧16お 
どを it 迈できます. 

ち田いさわせ 

おなし1を0©方をを奇3で3; 


读示例） 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 
-[ヘルプ]を順にク U ックしてち表示されます。 


[ウイルスバスター200引 


ウイルスバスターのお巧い合わせ巧 


* 2008年7月現在の内容です。 

ウイルス バスターサービスセンター 

受付時間 ： 9:30〜] 7:30 

TEL : 〇已 70-00832 己 

03-已334-] 03已 （ IP 電話.光電話からのお問い合わせ） 

ホームぺージ： http :// tmqa . jp / toshiba / 
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酿ミトの脱げクセス)を 



インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることびでさます。パソ 
コン画面上でニュースを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いかたちでさますび、 
なかには有害なホームページちあります。 

「本節 mm 青少年びお日れる家庭の皆様へ〜重要なお知らせとお願い」をお読みになり、有書 
なホームページへのアクセスを遮断する n - フィルター已.□」を使用することをおすすめします。 

mm 青少年びお6れる家庭の皆様へ〜重要なお知6せとお願い国 

インターネットの発展によって、世界中の人と容易にメールのやりとりをしたり、個人や企業び 
開設しているインターネット上のサイトをミ舌用したりすることによって、必要なときに必要とす 
る情報を瞬時に検索することび可能となっています。しかしなび日、インターネットには違法情 
報や有害情報という負の側面びあります。特に青少年にとって、下記のようなインターネット上 
のサイトは、情報入手の容易化や機会遭遇の増大などによって、青少年の健全な発育を阻書し、 
犯罪や財産権侵害、人権侵害などの社会問題の発生を助長していると見日れています。 

• アダルトサイト（ポルノ画像や風俗情報） 

• 出会い系サイト 
• 暴力残虐画像を集めたサイト 
• 他人の悪口や訪謗中傷を載せたサイト 
• 犯罪を助長するよラなサイト 
• 毒物や麻薬情報を載せたサイト 

アダルトサイトび青少年にとっていかに有害であってち、他人のサイトの公開を止めさせるこ 
とはでさません。情報を発信する人の表現の自由を奪ラことになるからです。また、日本では 
非合法であってち、海外に存在しその国では合法のサイトちあり、それ日の公開を止めさせる 
ことはでさません。 

有害なインターネット上のサイトを青少年に見せないよラにするための技術び、「フィルタ I 」ン 
グ」といわれるちのです。フィルタリングは、情報発信をの表現の自由を尊重しつつ、情報受 
信をの側で閲覧の制御を行ラ技術的手段で、] 00%万全ではありませんび、多くの有書な情報 
へのアクセスを自動的に制限することびでさる有効な手段です。特に青少年びおられるご家庭 
では、ご自宅のパソコンにフィルタ U ング機能を持つソフトウェアを購入しインス I ルする 
か、インターネット事業をのフィルタ U ング-サービスの利用をご検討されることをおすすめ 
します。 

r フィルタ U ング」は、ソフトウェアあるいはサービス事業者によって、「有書サイトブ□ック」 
rweb フィルタ」「インターネット利用管理」などと表現される場合もあり、それぞれ、機能、 
利用条件び異なっています。ソフトウェア提供会社あるいは、お客様び契約されているイン 
ターネット事業者に、事前にご確認されることをおすすめします。 
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D 有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する 


n - フィルター已.□」の使いかたについては、《パソコンで見るマニュアル（検索）：有害ヴィト 
の遮断》をご確認ください。 


参考資料 

• 社団法人電モ情報技術産業協会のユーヴ向け啓発資料 
r パソコン-ヴポートとつさあラ方法」 
http://it.jeita.or.jp/perinfo/report/pcsupport/inclex.html 



_ i - フイルター己 .0 

本製品には、フィルタ U ング機能をちつアプ U ケーシヨンとして n - フィルター己0」び用意さ 
れています。 n - フィルター已.□」は、ユーヴの年齢やホームページのカテゴ I 」によってアクセ 
スを制限し、有害なホームページは表示しないよラに設定することびできます。 




使用期限について 


あらかじめ、「付録 □ E 9 n - フィルター已.□」について」をお語してください。 
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大切なデータをおわないために 

—バックアップー 


この章では、バックアップ全般についてと Windows メールのバック 
アップ方ま、 CD / DVD にコピーをとる方法を紹介しています。パソ 
コンび故障したり、誤ってファイルなどを削除したときに、バック 
アップをとっていないと、なくしたデータを復旧することはでさませ 
ん。万一のために必ずバックアップをとりましよう。 


1バックアップをとる . 76 

2データのバックアップをとる . 80 

3リカバリディスクを作る . 9已 












パックアップをとる 


保をしたファイルやフォルダを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによって 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを CD - R 、 CD - RW など、八ードディスクドライ 
ブじ(外の記憶メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 




大切なデータは、こまめにバックアッ3をとってください。 

本製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使って、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD-R DL (Dual Layer DVD - R )、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R 、 

DVD 十 R DL ( DVD 十 R Double Layer )、 CD - RW 、 CD - R にバックアップをとることびでき 
よ9 〇 

ただし、地上デジタル放送の録画データは 、 「Qosmio AV Center 」 の保存（コピー/移動 
(ムーブ )） 機能で DVD - RAM にデータを保をする場合を除き、バックアップをとることはでき 
ません。 




バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、「付録 D - D バックアップについて」を確認してください。 


没立つ操作集 


Windows のノ（ックアップ機能 

Windows Vista のバックアップ機能を使ってバックアッ 
プをとることちでさます。 

[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]を 
ク U ックして、表示された画面で[ぶバックアップの作 
成]をク U ックしてください。 

詳細について 『 Windows ヘルプとヴポート』 
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u バックアップをとる 


バックアツプびが要なデータ 


バックアップをとることを推奨するデータには、なのようなちのびあります。 

• U カバ U (再セットアップ）ツール 

•自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など） 

•送受信したメール 

• メールのアドレス帳 
•インターネットの[お気に入り] 

メール、アドレス帳、[お気に入り]のバックアップ方法については、《パソコンで見るマニュ 
アル》の[便利な使いかた]で説明しています。 

画 MS - IME で登録した単語について 

日本語入カシステム MS - IME の「単語の登録」で登録したユーヴー辞書データをバックアップ 
することびでさます。 

詳しくは rMS - IMEJ のヘルプを確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

① IME ツールバーの[ヘルプ]ボタン （&) をク U ックし、表示されたメニューか日 
[ Microsoft ® Office IME 2007]または [ Microsoft ( R ) IME ] 一 [目次とキーワー円 
をク I 」ックする 

■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダから送られてさた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設定 
に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、次のインターネットの設定を控えてください。 


•ユーヴ ID 

•電子メールアドレス 
•プライマ UDNS サーバ 
•インターネットメールサーバ 
• アクセスポイントの電話番号 


•パスワード 
■メールパスワード 
•セカンダ UDNS サーバ 
•ニュースサーバ 
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7 

7 






u バックアップをとる 


gf [ファイルやフォルダのバックアップをとる 


ファイルやフォルダのパ' ックアップをとる前に保を場所を確認してください。 

I ファイルやフォルダの巧を場所 _ 

ファイルやフォルダは次の場所に保をされています。 

これ日のファイルやフォルダは、そのままバックアップ用の外部記憶メディアにコピーするこ 
とびできます。外部記憶メディアにバックアップのデータを書き込む場合は、体章且デー 
夕のバックアップをとる」を確認してください。 



大 

切 

な 


夕 

を 

失 

わ 

な 

い 

た 

め 

に 

I 

パ‘ 

ジ 

ク 

ア 

ジ 

プ 


自分で作成したファイルや 
フォルダ 

保を時に指定した場所に保をされます。わかりやすい場所に保 
をしてください。保を先を忘れた場合は、[スタート]ボタン 
(|^)をク U ックし、[検索の開始]で探すことびできます。 

[ドキュメント] 

[コンピュータ]■八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴ ー] 
内の各ユーヴ名のフォルダに保をされています。 

[お気に入り] 

[デスクトップ] 


ファイルの検索《パソコンで見るマニュアル（検熟：ファイル / フォルダの検索》 

複数の ユー ヴで使っている場合は、それぞれの ユー ヴ名で□グオンし、データのバックアップ 
をとってください。 

外部記憶メディアに保存したデータのバックアップをとる場合は、いったん八ードディスクド 
ライブに保存してか日、バックアツプ用の外部記憶メディアにコピーすることをおすすめしま 
す。 


■バックアップのデータを利用する 

バックアップをとった[ドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]を利用する方法を説 
明します。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [コンピュータ]をク U ックする 
③八ードディスクドライブ（じ）をダブルク U ックする 

③ [ユーヴー]フォルダをダブルク U ックする 

④ バックアップしたデータを利用するユーヴのフォルダをダブルク U ックする 
⑥バックアップをとった外部記憶メディアをセットする 

⑥手順⑥でセットした外部記憶メディア内に保をされている[ドキュメント]、版気に入り]、 
[デスクトップ]フォルダを、ユーヴのフォルダ内にコピーする 
メッセージび表示された日、確認してボタンをク U ックしてください。 

それぞれのフォルダび上書さされます。 
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u バックアップをとる 


おすすめするパックアップ方法 


次の2ステップでバックアップをとることをおすすめします。 

■データはシステムとは別の八ードディスクドライブに保巧する 

• G 己0シリーズで HDD 吕台搭載モデルの場合 

八ードディスクドライブは、 HDD ] び八ードディスクドライブ（じ）と八ードディスクドラ 
イブ （ E :) に、 HDD 2 び八ードディスクドライブ （ D :) に分かれています。 

• F 己0シリーズ、 G 己0シリーズで HDD 1台搭載モデルの場合 

八ードディスクドライブは、八ードディスクドライブ（じ）と八ードディスクドライブ （ D :) 
に分かれています。 

システムは八ードディスクドライブ（じ）にセットアップされています。 

システムに不具合び起きたとき、 n 」 カバ1」」といラ作業を行ラと、八ードディスクドライブ 
(じ）のシステムび復元されます。ただし、八ードディスクドライブ（じ）に保をされていた 
データち同時に消去されるため、作成したファイルやフォルダは、八ードディスクドライブ 
(じ）じ(外に保をすることをおすすめします。 


本製品に用意されている I 」カバ I 」ツールの 
[ノ（ーティシヨンサイズを変更せずに復元]を 
選択して U カバ U を行うと、八ードディスクド 
ライブ（じ）じ(外に保をされているデータは、 

U カバ U を行ってち保持されます。 

固承 U ヵバ U 

「已章買ったとさの状態に戻ずには」 


に:） 


似じ(外 


IJ カバ IJ 前 


システム 




国 


リカバリ • 




:リ後 


システム 




今 


--、、句： 

ぉモを今 


作成 
データ目 


ぶすメモ 


データの保存先は[名前を付けて保存]画面の左側で指定します。 


C 曾•醉 > dynabook » ビクチ r 


’ imF 


お S にンク 
E ビクチで 

ブリック 
E 任巧 

S 表示した g 巧 

■ デスクトップ 
；■ コンビユータ 


ぶ 


フアイ江)： 1 PNG (-. png ) 


. フス妨巧を 


[；( S ^ KS ) i I キ&レ 


画面の下半分び表示されていない場合は、[フォ 
ルダの参照]をク U ックしてください。 


■定期的にバックアップをとる 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保をされているデータち、 

八ードディスクドライブの故障などの原因で、使えなくなってしまラことびあります。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保をされているデータち、定 
期的に外部記憶メディアにバックアップをとってください。 
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一夕のパックアップをとる 




地上デジタル放送について 


あらかじめ、「付録 D - D - 地上デジタル放送について」を確認してくださし、。 


バックアップ用に使用でをるか SB 記憶メディア 


バックアップ用に使用でさる外部記憶メディアは次のよラなちのびあります。 

• 記録用の CD/DVD メディア 
• SD メモ U カードなどの外部記憶メディア 

お使いのモデルによって、使用でさる外部記憶メディアび異なります。 

また、ファイルやフォルダの容量によって、使用する外部記憶メディアを遇び、あらかじめ用 
意してください。 

使用できる外部記憶メディア『いろいろな機能を使おう1章バソコンの基本操作を覚えよラ』 


2 


—夕を コピーして バックアップをとる 


SD メモ U 力ード、メモ U - スティック、 USB フラッシュメモ U 、 DVD - RAM などはフォルダ 
やファイルをコピーすることびできます。 

I が部記憶メディアをセツトする 
區 


が部記憶メディアのセット 

『いろいろな機能を使おう1章バソコンの基本操作を覚えよラ』 


データび保巧してあるフオルダをちクリックし、表示されたメニューか 
5 [送る]一手順 D のが部記憶メディアをクリックする 


巧く (0) 

ェクスプ□-ラ( X ) 

巧を ( E )-.. 

Windows Media Player リストに動！] ( W ) 
Windows Media Player でき生する ( P ) 

拥 ( H )〜 

をる ( N ) 

切り取り。） 

っピ-に） 

おり付け ( P ) 

シヨー トカジトのけぶ ( S ) 

削拾 ( D ) 

る前の空'ま ( M ) 


I 圧巧 （ Zip おす）フォ 
■ デスクトジブ（シヨートカジトを作前 
メ—ル受信吾 
ドキュメント 


リムーノロルディスク ( G ：) 
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プ□パティ(の 


读示例) 










B データのバックアップをとる 


团 


CD / DVD にデータのバックアップをとる 


CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW、DVD 十 R、DVD 十 RW にデータをつピーするには、本 
製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator ] を使います。 

データをコピーする（書さ込む）際に気をっけていたださたいことびあります。また、それぞ 
れ対応しているメディアび異なります。じ(降の説明をよくお読みになってか5書さ込んでくだ 
さい。 

Windows Vista に用意されている CD / DVD への書き込み機能にっいては、《パソコンで見る 
マニュアル（検索）： CD / DVD に書き込むには》を参照してください。 

封メモ 

• DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを [ DVD - RAM ドラ 
イブ]に コピーして ください。 

• CD - R 、 巳□书 W などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込みす可になっている場合びあ 
ります。この場合、バックアップをとったデータを使ラとさには、]度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをちク U ッ クー [プ□バテイ]で、[読み取り専用]のチェックをはずして 
<ださい。 




CD / DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、附録 n-ra CD / DV □にデータのバックアップをとる」を蹈忍してください。 


■■ TOSHIBA Disc Creator 

使巧できるメディアは;欠のとおりです。 

メディアについての詳細は、『いろいろな機能を使おう ] 章 0- □:使えるメディアを確認し 
よラ』を参照してください。 

〇:使用できる X :使用できない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

0*1 .旦 

0*1 

0*1.3 

0*1 

X 


*1 DVD - Video 、 DVD - VR 、 DVD - Audio の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することは 
でさません。 

*2 DVD-R DL を含みます。なお、 DVD-R DU こは追記ができません。 

去3 DVD+R DL を含みます。 
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データのバックアップをとる 




使用方法 


大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 

















B データのバックアップをとる 


r 書込巧」にファイルを追加する 


I 方法1 r 読込元」でファイルを選択する 
1. ，.ボタンをクリックし①、記録ずるファイルやフォルダの保存巧を選択する② 


なぶ TOSHIBA Disc Creator 


ファイル (F) 表示 (V) ディスク (D) 設定 (S) 


,デー タ CD/DVDfF ぶ 


X 


け J 


nil 

ゴ'が.国， 

^1 

C ドキュメント 


1 j_^DATA(D：) 

' ぶ DVD RW ドライブ I 

1月の 韦 Bdvnabook _ 


国 


-① 


n コン r'u — ルノ[不ル 

パブリック 
をネッ トワーク 
あしいフォ 


■③ 


读示例） 


2. 記録するファイルやフォルダをクリックし①、廈き込み巧にデータを追加ずる] 
ボタン（可）をクリックする② 


が TOSHIBA Disc Creator 

ファイル (F ) を 示(V)ディスク (D) 置定 (S) 〜レプ (H) 


居 


-テータ CD/DVC 仰巧 


，― I Xj も w 卜式ぞ 


8 月の写青 9 月の写青 


-① 




■② 


ドキユメン 
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Q データの バックアップをとる 


>方法2記録するファイルやフオルダを r 書込先」にドラッグアンドド□ツ 
プする 


曾し尸町 


ヴー ► dynabook >デスと 


おぞ-こ入 0U ンク 
f ピクチで 
バブリック 
e 读ち 
Cl ドキュメント 
C ミュ-ジジク 
ぶ畳巧のを5 


コアイ ■IL<F) 表击 (V| ディスク (D| 苗石 Si へ)レプ (H) 


J データ C 扣肌 cw ち 


ご 


S ちの号呈。ち05直 


|«坦 


r 書込巧」の[開始]ボタン（，言）をクリックする 

メッセージび表示されます。 

[はい]ボタンをクリックする 



書さ込みび開始されます。 

CD / DVD をセットしていない場合は、メッセージ画面び表示されます。 CD/DVD 
をセットして、 [0 K ] ボタンをク I 」ックしてください。 

データの書さ込みび開始され、進巧を示す画面び表示されます。 


データディスクけ巧 e 


きき a みが完下桌まで'' U 化化'まち巧さい。 


現在の边理の遣巧怯況;ディスウ ! JD -ズ贴 I 中 


を陆の姐埋の道货枯化 


書き込みび終了すると、購入時の設定では元のデータと書き込んだ CD / DVD のデー 
夕を比較します。 

比較して問題ないことび確認されると、完了のメッセージび表示され、自動的にディ 
スクトレイび開さます。 
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B データのバックアップをとる 



■ ちう]枚、同じ CD / DVD を作成する場合は、[はい]をク U ックしてください。 

I 随記ディスクへの書き込みび正常に終了しました。]というメッセージび表示された 
I 場合は、[□りボタンをク I 」ックしてください。 

I ヘルプの起動方法 _ 

■方法1 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -に D & DVD アプ 
U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ヘルスをク U ックする 

■方法2 

①メインウインドウの[ヘルプ]—[ヘルプ]をク U ックする 


。ぶ TOSHIBA Disc Creator 



i t I 

1 巧のち夏 8 ちのち貢 9ちの写貢 


「 TOSH 旧 A Disc CreatorJ のヘルプび表示されます。 

「 TOSH 旧 A Disc CreatorJ のお問い合わせ巧 
『いろいろな機能を使お5 7章 D お問い合わせ先』 
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Q データのバックアップをとる 


团 


Windows び起動しないげ態で、データの/ V ’ックアップをとる 


r 東芝ファイルレスキュー」を使うと、 Windows び起動しなくても、データのバックアップ= 
救助（レスキュー）することびでさます。 

Winsows び超動せず、 U カバ U をしなくてはな日ない場合などは、 r 東芝ファイルレスキュー」 
を使って、あ日かじめデータを救助しておいてください。 




データを救助するにあたって 


•パソコンを人に譲るとさなどに、八ードディスクドライブの内容をすべて消去するのと同時に 
「システム回復オプション」を消去すると、 r ま芝ファイルレスキュー」は使用できなくなります。 
再度使用したい場合は、1」カバ U を行ってください。 

•地上デジタル放送の録画データは、救助、復元はできまずび、復元後に正常に動作ずることを保 
証でさません。 

•その他のを意事項については、あらかじめ、「付録 n-u r ま芝ファイルレスキュー」につ 
いて」を確認してください。 


データの救助用にほ用でをる外部記憶メディア 


r 東芝ファイルレスキュー」では、外部記憶メディアにデータの救助を行います。使用でさる外 
部記憶メディアは、：欠のとおりです。 

• USB 接続型などの外付け八ードディスクドライブ 

• USB フラッシュメモ I 」 


n データを救助ずる 

Q 救助するデータの保を巧となるが部記憶メディアをパソコンに接続する 
Q 電源を入れる 


r 詳細ブートオプション」を起動する 

なのよラに起動してください。 



① 「 Qosmio 」 画面び表おされた日、巧キーを巧す 


③「詳細ブートオプション」び表示された日、 I 巧キーから指をはなす 


[コンピュータの修復]を選択し、 IfA / rw キーを押す 

キーボードの選択画面び表示されます。 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 




























B データのバックアップをとる 


[日本語]を選択し①、[なへ]ボタンをクリックする⑨ 


口 


システム回馆オプション 


xj 


言語を涅巧してく微、： 


!日本留旧が 

キーボードレイアウトを进巧してください： 


] 


ホへ (iD> 


■① 

■③ 


□グオン画面が表示されます。 


ユーザ名を選択し①、 Windows □グオンパスワードを入力し③、 [ OK ] 
ボタンをクリックずる感 

管理ちユーヴのアカウントで□グオンすることをおすすめします。 


システム回巧オプション 


回ほオブシむじアウ它スするじは' □一力化ユ-ザ-として□。オンしてく微、 
了?ンドプ□シブ H こアウむ巧るじは、を巧をアカウシトで。かわしてください。 


过 


回復ツールの還択画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Tools ] をクリックする 


シ义テム回巧オプション 


回復、ソールを選巧してください 

オペレ—ティンヴシステム ： Microsoft Windows Vista ( C ：) S 3 A 6835 D 990 

■ ス与一 h アサブ g 巧 

g Windows を起めできねい巧结を自拓10うじお正します 

システムの巧元 

Windows をおの巧がじほ元します 


XJ 


■>. 

為 

m 

U 


Windows Complete PC 巧 tt 

"ックアップイイ-ジからサ-バ-お斯トソナル ] ンビュ-夕を巧をほ元します 
Windows 〇リミを陆巧—ル 

了ノビュ-夕でイ刊のトドたアエラ-がを生しな巧か谣5します 

日殺: F :: ブロ。:ブ K 

コマンドフ□シフトウインドウを閉きます 


TOSHIBA Recovery Tools 

TOSHIBA Recovery Tools 


シ仍卜さ’ウソを I _再を的 ( B ) 」 


ツールの選択画面び表示されます。 


①③透 






大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 


7 

8 




















































Q データのバックアップをとる 


[TOSHIBA File Rescue ] を選択し①、[なへ]ボタンをクリックす 
る② 


<ツール®還巧> 

ツールを還巧してください。 


巧 TOSHIBA File Rescue 


デー如)あかを巧し巧ず。 


‘ TOSHIBA Recovery Wizard 

デ-如)';肖ち、再インスト-ルを巧いまず。 


I 巧へ ( N )， 


-① 


-⑤ 


r 東芝ファイルレスキュー」び起動します。 

「を責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、 
[はい、同意します。]を選択し③、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

同意しないと、操作を先に進めることはできません。 




五! 


© 


まさファイルレスキュー 

丈宝ファイルレスキュ ー13. 的がをれできなくなったバソゴ->からス切なデー5定巧かし壬す。 


はじめに 


>巧がげ.-5①設定 


3保巧先の醜 
4巧肋喊行 


【ま割 ‘] 

切まま巧 J と r 巧用上のご主ををこ聴のうミ.间まされなきのみ r はい、同 j 
SL * す sj モ a 巧してなへ J を巧してください。 
i をち事巧 

. 卜如 


e 


LA、 ス. laig しまでん》 


房る 


ホへ 


-① 

■② 

-③ 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 





















































B データのバックアップをとる 


[次へ]ボタンをクリックする 

何ちしないで[なへ]ボタンをク U ックすると、すべてのユーヴのユーヴデータを救 
助します。 

ユーヴデータとは、[コンピュータ]■八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴー]内 
の各ユーヴ名のフォルダに保をされるファイルやフォルダです。〈ユーヴ名〉フォルダ 
にはアドレス帳やお気に入りなどのデータび保をされています。この画面で確認して 
ください。 

救助するファイルやフォルダを、任意で好さなよラに指定したい場合は、 r 役立つ操 
作集」を参照してください。 


过 


© 


巧まファイルレスキュ- 

正至コアイルレスキュー13,的び起れできなくなった J {ソコンかろス切なデー5を巧なします。 


をさ設を 

救助データ 


：!-ヴ-テ-巧なかします。巧容そ坦巧して < だ fa 
ま！!かデータの一度 


3ィ呆巧先の f 錠 

4お巧 


■ ほきのフ W ルやフオルタをキかで!旨ちする 


戻る 


々へ 


役立つ操作集 


r 救助するファイルやフォルダを任意で指定したい場合」 

救助するファイルやフォルダを好きなよラに指定するには、次のよラに操作してください。 

① 手順【田で、[任意のファイルやフォルダを手動で指定する]にチェックを付け、[なへ] 
ボタンをク U ックする 

② 救助したいファイルやフォルダにチェックを付け、[次へ]ボタンをク U ックする 
L ソ降は、手順 m から操作してください。 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 


£ 




























Q データのバックアップをとる 


救助データの保を巧を指定し①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 


© 

ステッブ 

1はじめに 


ままファイルレスキュ- 

正至コアイルレスキュ ー I ん 0S び起かできなくなった J <：ソコンかろス切な デー 5を巧なします。 


2巧かデ-5の!旋 


4巧巧 


をさ設定 

保巧先の指を 

巧助デ-夕の贿ホモを定してくだを、 

巧田)デーを J5 サイズ 

I 涅巧されだ*巧巧の空き容量 

I 巧巧されが呆巧无_ 


巧巧巧の一民 


戻る 


々へ 


■① 

-⑤ 


外付け八ードディスクドライブまたは USB フラッシュメモ U の容量び足りない場合 
や、外部記憶メディアを何ち接続していない場合は、赤い字でメッセージび表示され 
ます。 

メッセージに従って、適切な外部記憶メディアを選択してください。 

救助データの確認画面び表示されます。 

救助するデータと保を巧を確認し①、[実行]ボタンをクリックする② 



-① 


-⑤ 


データの救助を開始するメッセージび表示されます。 

[0 K ] ボタンをクリックする 

データの救助の進が状況を示す画面び表示されます。救助には、長時間かかることび 
あります。必ず電源コードを接続した状態でご利用ください。 

救助中は保を先の外部記憶メディアを取りはずさないでください。 

データの救助び完了すると、完了画面び表示されます。 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 

















































B データのバックアップをとる 


n [完了]ボタンをクリックする 

陣女助結果]ボタンをク U ックする 
と、ファイル単位で救助の結まを 
お术します。 

このとさ、ファイルび壊れている 
などの理由で救助でさなかった 
データびあると、そのファイル名 
の左に赤い「 X 」び表示されます。 
[復元手順]ボタンをク U ックする 
と、救助データを復元する手順を 
お术します。 


r 東芝ファイルレスキュー」終了の確認メッセージび表示されます。 

[0 K ] ボタンをクリックする 

電源び切れます。 

引き続き、 U カバ U を行う場合は r 已章買ったときの状態に戻すには」を参照してく 
ださい。 

標準ユーヴのデータを復元するとさは管理者ユーヴの認証び必要になりますので 、 U 
カバ U をしたあとは、必ず Windows セットアップで Windows □グオンパスワードを 
設定して < ださい。 

Windows セツトアップ n 章 Q-Kfl Windows のセツトアップ J 


U が巧したデータを復元ずる 

r 東芝ファイルレスキュー」で救助したデータの復元方法は、次のとおりです。 

V パソコンに電源を入れ、 Windows を起動する 

このとき、データを復元したいユーヴアカウントで□グインしてください。 

Q データを保をしたが部記憶メディアをパソコンに接続する 

f [スタート]ボタン （©) 一 [コンピュータ]をクリックし、が部記 
憶メディアのドライブのアイコンをダブルクリックする 



ままファイルレスキュー 

正呈コァイルレスキュー13,的び拉めできなくなった J S ソコンかろX切なデー5をななし主す。 
をさ設を 

データ救助完了 



JtV] ンかか W レ&あ}:. W モフ日クラムを*巧して、巧れし是デー巧 g 元してくだ 
ち 刷 ■して、 航の輸職で きます。 巧 了] 編 巧す 


房る 


完了 


V 
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大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 


































Q データのバックアップをとる 


標準ユーヴのアカウントで復元プ□グラムを実行するとさは、管理ちユーヴの認証び 
必要です。 

接続した外部記憶メディアに、救助したファイルび複数を在する場合は、手順0へ 
進んで < ださい。 

救助したファイルび]つの場合は、手順0へ進んでください。 

0復元するファイルを選択し①、 [0 K ] ボタンをクリックする② 

復元するファイルの名称は、 「 Tsai 」 のあとび、年号/月曰/時分秒を示す数字と 
なっています。これは、救助を行った日時ですので、よく確認して復元したいフアイ 
ルを選択してください。 



-① 

-② 


V 


Q riFRescueJ ファイルをダブルクリックする 




1 口 J 回 

〇, ノ， ► コンビユ-夕 ► リムーバスレデイスウげ:） 

小,"** 

み1 






大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 




お y’T'v つ IJ ンク 

C ピクチ p 

P ミュ-ジ y ゥ 
史敗の SK 

t a お 

,バブリック 

フ A 

S お が曰 が 

膊 

HowToRescore TPRescue 

1 ツイス 

ろ 

TResMessage 

TSal 20080618 ... 

TSal 20080618 ... 

TSal 20080618 ... 




6 6の a 目 






















































B データのバックアップをとる 


r 免責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、 
[はい、同意します。]を選択し②、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 


>ちちファ-〇レレス卒ユー 




© 


ま S ファイルレスキュー 

S 乏フアイ J レレスキューを巧つてな巧な助したデータを PC ベを元レます. 


ようこそ 


Z 復元デ-目の設走 
ゴ概頗巧 


ほ丢） 

喘き车みと r 巧雨上めこな SJ モこ魁がそ、巧 S されがきのみ r はい、向 
S けす。」を«巧してな勺ち巧してぶ&、 

■を5车《 

(1) 本リフトウエアは、 A- ドディスク上のすべてのフ?イルのレスキ;1—、は元をは 
田するらのではがませ/せ巧は.いかなる活•合にお■'ても，本のトウ巧の巧 
用じよ "3 てちじだ-夕の!自きじついて一切的!巧を自がれホのとします。 


段 


C 化巧、 I 巧宜;レまでん0 


戻る 


ホへ 


■① 

-⑤ 

■③ 


復元データを指定する画面び表示されます。 

復元したいユーザデータを選択し①、[巧へ]ボタンをクリックする② 


>ち乏フアイルレスキユー 




ま泛フアイルレスキユー 

>乏フアイ J レレスキユーを巧つてな巧な助したデータを PC へを元します. 


© 

ステツブ 

1ょぅこそ 

ゴ概頗巧 


る挂設ま 

復元データの指定 


ぶがユ-ヴデ-巧、巧な□ウオンして t 々ユ-刑け‘—タヒしてほ元します。 
□クづンしているごーザ 
巧モする:!-ザデ叫 


dyn^ook 


戻る.ホへ I 


-① 


-② 


復元データの確認画面び表示されます。 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 































































Q データのバックアップをとる 



大 

切 

な 


夕 

を 

失 

わ 

な 

い 

た 

め 

に 

I 

パ‘ 

ジ 

ク 

ア 

ジ 

プ 



復元するデータを確認し①、[実行]ボタンをクリックする⑨ 



① 


② 


メッセージび表示されます。 

[0 K ] ボタンをクリックする 

データ復元の進捜状況を示した画面び表示されます。 

復元び完了すると、データ復元完了の画面び表示されます。 

[復元結果]ボタンをク U ックする 
と、ファイル単位で復元結果を表 
7J\ U cK ^ 〇 

パソコンの八ードディスク内のど 
こに復元されたかを確認すること 
がでさます。 


[完了]ボタンをクリックする 



ぶ-すメモ 復兀テータ 


• 復元データと同じファイルび復元先にある場合、復元データのファイル名の先頭に「.（アンダーパー)」 
び付をます。 

• ユーヴデータしソ外の任意のファイルやフォルダを救助して復元した場合、次の場所にイ呆存されます。 
•救助時に巳ドライブに保存されていたデータ：「巳:¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダ]¥巳」の中 
•救助時に D ドライブに保存されていたデータ：「巳:¥ユーヴー¥ [ユーヴー名のフォルダ] ¥ D 」 の中 
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* リカバリディスクを作成ずるには、下記!•ソ州こもお願い事項がありまず。 

「付録 □-■a CD / DVD にデータのバックアップをとる」のお願いを確認してくださし、。 

•「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

• rraSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 を使ってリカバリディスクなどを作成ずるときは、ほ 
かのアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 



リカバリツールのリカバリディスクを作成するには、政降の説明を参照してください。 



3 I リカバリディスクを巧る 




バソコン本体には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための U カバ U 
(再セットアップ）ツールび内蔵されています 。 [TOSHIBA Recovery Disc creator 」 を 
使って U カバ U ディスクを作成し、あ日かじめ、 U カバ U ツールのバックアップをとっておく 
ことをおすすめします。 

何日かのトラブルで八ードディスクドライブか日 U カバ U できない場合でち、 U カバ U ディス 
クか日 U カパ I 」をすることびでさます。 

U カノのディスクびない状態で、八ードディスクドライブか日 U カバ U び行えない場合は、修 
理び必要になる可能性びあります。購入店、または保守サービスに相談してください。 

修理のお問い合わせ『ま苦 PC サポートのご案内』 


リカバリディスクを作成で宝るメディア 


夕を失わないために—バックアップ— 
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BU カバ U ディスクを作る 
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ジ 

プ 
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mm 起動方法 

n [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[リカバリディ 
W スク作成ツ-ル]をクリックする 

riOSHIBA Recovery Disc Creator ] が起動します。 



タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（区])ディスクを作成します。 
田をク U ックすると作成するデイス 
クの一覧び表示されます。 


ディスク構成 

作成するディスクのメディアの種類を 
選択することびでさます。 


「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要になります。 


B リカバリディスクを作がずる 

I [タイト J レ]で作成するディスクをチェックする（团） 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

B [作成]ボタンをクリックする 

作成する U カバ U ディスクの確認とメディアのセットを巧める画面び表示されます。 

S メディアをセットする 

DVD のセット『いろいろな機能を使おう 1 章0 CD や DVD を使う J 

I [ OK ] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進抄状況び表示され 
ます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び I 終了すると、自動的にディスクトレイび開きます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 












































B リカバリディスクを作る 


メッセージを確認し、にのボタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類0」カバ U ディスクなど）と番号びわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、 n 」 カバ U ディスク XX (番号)」 
といラよラに、レーベル面に油性のフェルトペンなどで記載してください。 I 」カバ U 
をするとき、この番号どおりにディスクを使用しないと、正しく U カバ U されません。 
必ずディスク番号びわかるよラにして保管してください。 

[閉じる]ボタン（@)をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面び閉じ、ディスクの作成を終了します。 

U カバ U ディスクか日 U カバ U をする操作手順についロホ、「已章 已-团 U カバ U 
ディスクか日 U カバ U をする」を参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 のお問い合わせ巧 
『いろいろな機能を使おラ7章 D お問い合わせ先』 


大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 
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具つたとをのが腺に戻ずには 

— リカバリー 


この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解ミ夫できないときに行う「リカバリ」について説明してい 
ます。リカバリを行うことでシステムやアプリケーションを購入時の 
状態に復元できます。作成したデータなどび消去されますので、よく 
読んでか5行ってください。 


1リカバリとは . 100 

2リカバリ=再セットアップをする . 10已 

3リカバリをしたあとは . 123 











リカパリとは 


U カバ U (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!ルしたア 
プ U ケーシヨン、現在の設定などをすべて削除し、ちラ]度ご購入時の状態に復元する作業で 
す。八ードディスクドライブ内に保存されているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、 
メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメール 
の設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定してい 
ない状態になります。 

なのよラな場合で、どラしてち改善する方法びないとさに I 」カバ I 」をしてください。 
•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクドライブにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
• 東芝 PC あんしんヴポートに相談した結果、 「 U カバ U び必要」と診断された 

* 1アプ U ケーシヨンび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場合びあ 
りまず。 


リカバリをする前に®認すること 


ノ（ソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U をしな 
くてち、状態び改善される場合びあります。なの方法をすべて試してみてち状態び改善されな 
い場合に、 U カバ U を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

本製品に用意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどラ 
かを確認してください。ウイルスび検出された日、ウイルスチェックソフトで駆除できます。 
その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のものに更新しておいてください。 
場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、 

1」カバ U を実行してください。 

ウイルスチェックソフト「3章インターネットを快適に利用するために」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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D U カバリとは 


増設メモ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障書の原因となっている場合 
びあります。それ 日を 取りはずしてか 日、 再度確認してみてください。また、電源関連の ト ラブ 
ルの場合は、バッテ U を いったん取りはずし、再度取り付けてか 日 起動し直してみてください。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよ5』 

I ほかのトラブル解消方法を探す _ 

パソコンの調子びおかしいと思ったとさは、『いろいろな機能を使おラ己章パソコンの動作び 
おかしいとさは』で解消へのアプ□ーチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介して 
います。 

それでち解消できないときに、 U カバ U をしてください。 

I システムの復元でな前のが態に復元する _ 

「システムの復元」は、パソコンに問題び発生したとさに、個人用のデータを失わずにパソコン 
を L ソ前の状態に復元するための機能です。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』または、《パソコンで見るマニュアル（検索）：シ 
ステムの復元）を確認してください。 


I セーフモードで起動で宝るか実行してみる _ 

Windows び起動でさないとさは、なのよラに実行してみてください。 

電源を入れる 

「 Qosmio 」 画面び表示された5、@キーを巧す 
0 r 詳細ブートオプション」び表示された5、@キーか5指をはなす 
[セーフモード]を選択し、 I ENTER I キー对甲す 

最低限の機能で Windows を起動させることびでさます。これで起動でさた場合は、 U カバ U 
をする前に東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 

■周辺機器をすべて取りはずし、再度確認する 


買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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DU カバ U とは 


リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 固^ なデ-夕を失ねな 


II カバリ（虽セットアップ） 図 或 「本旨0リヵバリニ 

刀 J い J WL ノ r ノノ ノ J 再セットアップをずる」 


Office Personal 2007 *i 

( Word 、 Excel など)、 体章日-回 Office 製品 

Office PowerPoint 2007 *2 を再インス 1 ルずる」 

のインス!ル 

L. ^ 


《バソコンで見るマニュアル' 
インターネットの 設定 （検熟：インターネットに 

ついて》 


ウイルス》様ソフトの—醜と黙/ f ^ 


《バソコンで見るマニュアル' 

Windows Update (検熟： Windows を最新 

の状態にずる》 


「本章且-团 

データの 復元 やメールの 設定 バックアップしておいた 

データを復元ずる」 


* 1 Office 搭載モデルの場合 
*2 PowerPoint 搭載モデルの場合 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 

















D リカバ U とは 


リカバリをはじめる前にしてお<こと 


U カバ U をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 

I 準備するもの _ 

•『準備しよラ』（本書） 

• 『いろいろな機能を使おう』 

• 巻末の U カバ U チェックシートをコピーしたちの 

• U カバ U ディスク（作成した U カノのディスクから U カバ U する場合） 

I 化要なデータのバックアップをとる _ 

U カバ U をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど、八一 
ドディスクドライブに保をしていた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラな 
データは削除されますので、可能な場合は、外部記憶メディア （ CD / DVD や USB フラッシュ 
メモ U など）にバックアップをとってください。 

• ドキュメントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
•インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 
• メール送受信データ 

• メール アドレス帳 

•プレインストールされているアプ I 」ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、リカノ ( U 後も現在と同じ設定でノ（ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいて 
ください。 

ただし、八ードディスクドライブをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合は、 
バックアップをとることびできません。また、 U カバ U を行ってち、八ードディスクドライブ 
に保をされていたデータは復元でさません。 

バックアップについて「4 章 大切なデータを失わないために」 

なお、システムび起動しない場合は、 r 東芝ファイルレスキュー」を使うと、データのバック 
アップをとることびでさます。 

東芝ファイルレスキュー 

「4 章 已-团 Windows が起動しない状態で、データのバックアップをとる」 

I アプリケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

Wicroso け Office 」 や、購入後に追加でインス! -- ルしたアプ U ケーシヨン、プリンタなど 
の周辺機器のドライバは、 U カバ U 後にインス!-ールする必要びあります。これらを再度イン 
ス I -ールするためのメディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、再度インス!-ールするとさに ID 番号などび必要です。あ 
らかじめ S 崔認してください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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DU カバ U とは 


I 各種設定を確認する _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモ 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それ日の番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節する _ 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あ日かじめ、 

ボ U ュームダイヤルで音量を調節してください。丙キーを使って、内蔵スピーカや 
ヘッドホンの音量をミュート（消音）にしている場合は、ちラ]度但リ+店さ幻キーを巧して元 
に戻しておいてください。 

I 周辺機器をすべて取りはずす _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、パソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプタのケープ 
ルじ(外すベて取りはずしてください。このとき、パソコン本体の電源を切ってから行ってくだ 
さい。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使お5 3章周辺機器を使って機能を広げよ ラ』 



• 市販のソフトウエアを使用してパーティシヨンの構成を変更ずると、 U カバ U びでをなくなるこ 
とびあります。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 


























本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方法について 
説明します。 

本製品の U カバ U は、ユーヴ権限に関わ日ず、誰でち実行でさます。誤ってほかの人に U カバ 
U を実行されないよラ、ユーヴパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーザバスワード《バソコンで見るマニュアル（検索）：ユーザバスワード》 


了 


U カバ U には、なの方法びあります。 

•八ードディスクドライブか日 I 」カバ I 」をする 
• U カパ I 」ディスクか日 I 」カパ U をする 

通常は八ードディスクドライブか日 U カバ I 」をしてください。 

U カノのディスクか日の U カバ U は、八ードディスクドライブの U カバ U (再セットアップ） 
ツール（システムを復元するためのちの）を消してしまったり、八ードディスクドライブか日 
U カバ U びでさなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U ディスクか日 U カバ U をする場合は、「4章0 U カバ U ディスクを作る」を確認して、 
1」カバ I 」ディスクを用意してください。 


~2 


MM G 己0シリーズで HDD 2 台搭載モデルの場合 

八ードディスクドライブの U カバ U ツ ー J レでは、次のメニューのなかか日 U カバ U 方法を選択 
することびでさます。あらかじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) をパソコンを購入したときの状態（パーティシヨ 
ンび2個の状態）に戻し、購入時にプレインス I ルされていたシステムとアプ U ケーシヨン 
を復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) のパーティシヨンサイズを変更して使用していた 
場合、 その! (—ティシヨンの構造を保ったままシステムを復元します。 

八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータは消去され、購入時の状態に戻ります 
び、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。 

ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、八ード 
ディスクドライブ（じ）じ(外の領域にあるデータち使えないことびあります。 


2 I リカバリ=再セットアップをずる 


い<つかあるリカバリ方ま 


八ードディスクドライブか6リカバリをする 


買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


■パーティシヨンサイズを指定して復兀 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) の八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定 

して復元することびできます。八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブ 

の領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消去されます。 

反 f メモ 

•八ードディスクドライブから U カバ U を行ラ場合は、ドライブにメディアをセットしていない状態で 
実行してください。ドライブにメディアびセットされていると、エラーになる場合びあります。 

•どのメニューを選択してを、1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) の八ードディスクドライブ 
(じ）には U カバ1」ツールから購入時と同じシステムび復元され、2台目の八ードディスクドライブ 
( HDD 2) に保存されたデータや設定などは残ります。 

• 内蔵されている八ードディスクドライブ2台のラち、購入時の状態で最初に起動するよラに設定されて 
いる八ードディスクドライブ （ HDD 1) だけにシステムび復元されます。起動ドライブを2台目の八一 
ドディスクドライブ （ HDD 2) に変更している場合も、 HDD 1に対してシステムの復元び実行され、 

しソ降の起動ドライブち HDD 1 に戻ります。 

ここでは、 r パーテイシヨンサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 


パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続する 


キーボードの回（ゼ □) キーを巧しなび5、パソコンの電源を入れる 

[ Qosmio ] 画面び表示されたら、指をはなしてください。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 または「パスワードを入 
力して下さい。」と表示されます。 

ユーヴノ（スワードを入力して I ENTER I キーを巧してください。 

メッセージび表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 


買つたとさ Q 状態に戻すには - U カバリ- 















且リカバリ=再セツトアップをする 


[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ] 
タンをクリックする② 


<復元方法の還が> 

お元ち;去を還巧してくださし1。 




C ネリ巧インストールソコトウ王アの i ま元 

巧巧インストールソフトウIァを误元しまず。 


.① 


’ A —ドデイスウ上の全デ—如)消モ 

/、ードディスウ上の全デー5を消ましまず。 


n 巧へ化ぃ]卜 


.② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、 U カバ U ツールの領域じ(外のすべてのデータび削除されます。 

八ードディスクドライブの消去について 

r 日章 Q -^ a 八ードディスクドライブの内容をすべて消去ずる」 

[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、枚へ] 
ボタンをクリックする② 


く巧期インストールソつトウ I アの復元> 

憤元する柄成を遇巧してくだをい。 

广ご轉入時の状徽こ復元(システム回復オブシヨンあな 




I な I バーテイシむサイズを記をせすにお売 


.① 


广 バー テイシ ヨン サイズを指定して復元 


f'、 回復才か3ン 


HDD のサイス： が' 1-- 

C: ドライブのサイス： 


=戻る出^か V 曲> - 


.② 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

ほかのメニューを遇択した場合については、なのページを参照してください。 

• [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P . 110 
•[パーティションサイズを指定して復元]: P .110 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


F 已〇シ U - ズ、 G 已〇シ U - ズの HDD 1台搭載モデルについては、項 B F 已〇 
シリーズ、 G 已〇シ U - ズで HDD 1台搭載モデルの場合」を確認してください。 

•[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティシヨンサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクドライ 
ブの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び 
U カバ I 」され、それじ(外の領域のデータはそのまま残ります。 

八ードディスクドライブ（じ）（〇)にあたる領域は、作成したデータ、設定した 
項目、インス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 



HDD 1 HDD 2 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

拉メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、I」カバ U ツールとシステム回復オプションの領域び確保されている 
ため、八ードディスクドライフの100%を使用することはでさません。 


Q [巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[なへ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 



<巧期インストールソつトウ1アの復元> 
筆捕やでず。 


パ-テイシヨンを巧巧化していまず。しばらくお待ちください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、なの画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 


〈巧巧インストールソフトウェアの復元> 

拥バリ 


〈巧巧インスト—ルソフトか;ア①複元〉 
CRCJ? イルの巧巧 


リリバリでです。しばらくお待ちください。 


CR 口7イ J 時巧巧しています，しが5くお f 寺ちください， 


巧通時問 XX ;化" 
巧り時巧が;けぶ X 


结遏時問 XX ； XX：XX 
巧口時巧な;化 XX 


「你-跡-1 


r ず矿ジち化1 


復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動します。 

続いて Windows のセットアップに進みます。モデルによっては、 [ Windows のセッ 
トアップ]画面び表示されるまで、時間びかかります。しばらくお待ちください。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章0 Windows を使えるようにする」 

反？ メモ 

• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプ U ケーシヨンのインストールをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章 0- のアプ U ケーンヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!-ールち、 

わ WS のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 


Winclo \ 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

「本項八ードディスクドライブか日 U カバ U をする」の手順0の[初期インストールソフト 
ウェアの復元]画面で表示される U カノ （ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) を、パソコンを購入したときの状態（パーティ 
シヨンび2個の状態）に戻します。 

作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 


システム回復一 
オプション領域 


^ドライブ（じ）了"^ 

IJ カバ IJ 圓 ' - y 

I ドライブ （ E バ 


作成データ- 
設定は消去 


作成データ* 
設定は保持 



HDD 1 


HDD 2 


手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）は消去され、 一つの 領域に 
なります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして使 
用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （ n ) ち、「ディスクの管理」か日設定するとドライブとして 


ディスクの管理「本章 0- バーティシヨンを変更してリカパ u をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 


システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
設定は消去 


U カバ U 



サイズ変更が 
でさる範囲 




HDD 1 


作成データ* 
設定は消去 

作成データ* 
設定は消去 


ドライブ （ D :) 
(購入時） 


HDD 2 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]でをク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ））のサイズを指定する 

③ [次へ]ボタンをク I 」ックする 

手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 

B 巧0シリー义 G 已〇シリーズで HDD 1台搭載モデルの場合国 

八ー ドディスクドライブの U カバ U ツールでは、なのメニューのなかから U カバ U 方法を選択 
することびできます。あらかじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作できます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

ハードディスクドライブをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。ハードディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残 
ります。ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域にあるデータち使えないことびあります。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

ハードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することびでさます。八ードディスク 
ドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブの領域は]つの領域になり、データや設定など 
はすべて消去されます。 

度 t メモ _ 

•八ードディスクドライブから U カバリを行う場合は、ドライブにメディアをセットしていない状態で 
実行してください。ドライブにメディアびセットされていると、エラーになる場合びあります。 

•どのメニューを選択しても、八ードディスクドライブ（じ）には U カバ U ツールから購入時と同じシ 
ステムび復元されます。 


U カバ U 手順は、「本項 n G 已〇シ U - ズで HDD 2 台搭載モデルの場合」を参照してくださ 
し、。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 









QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

「本項八 ー ドディスクドライブか日 U カバ U をする」の手順0の[初期インストールソフト 
ウェアの復元]画面で表示される U カノ （ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したときの状態（パーティシヨンび2個の状態）に戻します。 

作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクドライブの領域を分 
割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び U カバ U され、それじ(外 

八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる 
領域は、作成したデータ、設定した項目、イ 
ンス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべ 
て消去された状態になります。 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

手順0のあとは「先頭パーテイシヨンのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表示されます。 


の領域のデータはそのまま残ります。 


システム回復^^ 
オプション領域 


リカバリ 



システム回復—- ' 
オプション領域 


リカバリ 


I ドライブ （ D :) つ 


作成データ* 
設定は消去 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


■パーティションサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）は消去され、 一つの 領域に 
なります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして使 
用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」か日設定するとドライブとして 
使用できます。 

ディスクの管理「本章0-バーテイシヨンを変更して U カバ U をした場合は」 


システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
巧んは;肖去 


リカバリ 



ドライブ（じ） 


ヴイズ変更が 
でさる範囲 


パーティションが 
消去された領域 


作成データ 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② [ C : ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ））のサイズを指定する 

③ [次へ]ボタンをク U ックする 

手順0のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 

公メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを変更せずに復 
元]は、1」カバ1」ツールとシステム回復オプションの領域び確なされているため、八ードディスクド 
ライブの100%を使用することはでをません。 



貝 

二) 

た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


I 

IJ 

力 

バ‘ 

U 

I 
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QU カバ U = 再セットアップをする 


[リカバリディスクか6リカバリをする 


nG 己0シリーズで HDD 2 台搭載モデルの場合 

U カバ U ディスクの U カバ U ツールでは、次のメニューのなかから U カノ （ U 方法を選択するこ 
とびでさます。あらかじめ I 」カバ I 」方法をみめておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

] 台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) をパソコンを購入したときの状態（パーティシヨ 
ンび2個の状態）に戻し、購入時にプレインストールされていたシステムとアプ U ケーシヨン 
を復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

] 台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) のパーティシヨンサイズを変更して使用していた 
場合、 その) (ーティシヨンの構造を保ったままシステムを復元します。 

ハードディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻ります 
び、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。 

〇 ■パーティシヨンサイズを指定して復元 

た ] 台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) の八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定 
と して復元することびでさます。八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブ 
さ の領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消'去されます。 

の . 

状 封ィモ _ 

是^ •どのメニューを逞択してを、1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) の八ードディスクドライブ 
I こ （じ）には購入時と同じシステムび復元され、2台目の八ードディスクドライブ ( HDD 2) に保存され 

民 たデータや設定などは残ります。 

す • 内蔵されている八ードディスクドライブ2台のラち、購入時の状態で最初に起動するよラに設定されて 
I こ いる八ードディスクドライフ （ HDD 1) だけにシステムび復元されます。起動ドライブを2台目の八一 

は ドディスクドライブ （ HDD 2) に変更している場合も、 HDD 1に対してシステムの復元び実行され、 

I しソ降の起動ドライフち HDD 1 に戻ります。 

リ 

AC アダプタと電源コードを接続する 

リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

U カバ U ディスクのセット 

『いろいろな機能を使おう1章0 CD や DVD を使う』 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


キーボードの圧固キーを押しなび5、パソコンの電源を入れる 

警告音び鳴るか、 [ Qosmio ] 画面び表示された日、指をはなしてください。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 または「パスワードを入 
力して下さい。」と表示されます。 

ユーヴノ（スワードを入力して ENTER I キーを巧してください。 

起動ドライブを選択する 
■ G 50 シリーズの場合 

日または日キーで CD のアイコン（白）に力ーソルを合わせ、 
IfA/rwl キーを押す 


■ F 已〇シリーズの場合 

のまたはのキーで [ CD / DVD ] を選択し、胃固キーを押す 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、じ夕へ]ボタンを 
クリックする⑨ 




<復元方;ちの還が> 

な元モるを邊巧してくだきい。 


い rrqSHBA Recmer/Wlzar4 


' システム回復けシわ 


n ホへ曲ぃ化 


.① 


.⑤ 


(表示例） 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《パソコンで見るマ 
ニュアル（検索）：「システム回復オプション」で調べる》を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

2枚目の[復元方法の選択]画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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Q リカバリ = 再セツトアップをする 


[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ] 
タンをクリックする② 


<復元方法の還が> 

お兄ち;去を還巧してくださし1。 


巧■ネリ巧インストールソつトウ王アの i ち元 J 

巧巧インストールソフトウIアを误元します。 


’ n —ドデイスウ上の全デ—の消モ 

A —ドディスウ上の全デー5を消モしまず。 


_ ([ 巧への) ] いこ二-：; —③ 

[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、すべてのデータび削除されます。 
i \- ドディスクドライプの消去について 

「巨章 Q -^ a ハードディスクドライプの内容をすべて消去する」 

[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、枚へ] 
ボタンをクリックする② 


く初期インストールソフトウ I アの復元> 

憤瓦する柄成を選巧してください。 

广ご轉入時の巧徽。复元怜ステム回復オブシヨンあな 


巧 i バーテイシヨンザVズを巧ちせす【こ復ち 


广 バー テイシ ヨン サイ了を指定して復元 


F テム回復オブシ ヨン 


' HDD の サィス； ？■ぶ Iふ. 

C: 巧イブのサィぶ； 巧な 

<戻る曲 ホへ曲い 1J ここ-': !- ② 

[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

ほかのメニューを遇択した場合については、なのページを参照してください。 

• に購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P . 119 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .1 ]9 


買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


F 已〇シ U - ズ、 G 已〇シ U - ズの HDD 1 台搭載モデルについては、体項 U F 已〇 
シリーズ、 G 已〇シ U - ズで HDD 1台搭載モデルの場合」を確認してください。 

•[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]とは 

「パーティシヨンサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクドライ 
ブの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び 
U カバ I 」され、それじ(がの領域のデータはそのまま残ります。 

八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる領域は、作成したデータ、設定した 
項目、インス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 
IJ カバ U ディスク 



U カバ U 


.ドライブ (E(F、G … ):) 了 


HDD! 


HDD2 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

拉メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを 
変更せずに復元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域びお保されている 
ため、八ードディスクドライブの]〇〇%を使用することびでをません。 


Q [巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

じ欠へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 


V 


く初期インストールソフトウェアの復元> 
ち備やです。 


パ-テ似ヨンを巧巧化しています。しばらくお待ちください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、なの画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 



*最巧に[コピーしています。]画面び表おされる場合びあります。長い時間表示される場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カノ （ U ディスクび複数枚ある場合は、ディスクを入れ替えるメッセージび表示され、 
ディスクトレイび開きます。ディスクの番号順に入れ替え、 [0 のボタンをクリック 
してください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

自動的にディスクトレイび開さます。 

リカバリディスクを取り出す 

システムび再起動します。 

続いて Windows のセットアップに進みます。モデルによっては、 [ Windows のセッ 
トアップ]画面び表示されるまで、時間びかかります。しばらくお待ちください。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章0 Windows を使えるようにする」 

封メモ _ 

•一部のアプ U ケーションは、 U カバ1」後にアプリケーションのインス!ルをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章 □-[!] アプリケーシヨンを再インストールする」 



購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、ちラ]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!-ールち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使おう3章周辺機器を使って機能を広げよう』 
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B U カバ U = 再セットアップをする 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

体項 U カバ U ディスクか日 U カバ U をする」の手順 II の[初期インス!ルソフトウェア 
の復冠画面で表おされる U カバ U メニューの意味と動作は;欠のようになります。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD ]) のみ、パソコンを購入したときの状態（パーティ 
シヨンび2個の状態）に戻します。 

設定した項目、インス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 


U カバ U ディスク 


◎ 


リカパ’リ 
ツールの 
復元 


ドライブ（じ) 



ドライブ（巨）グ I 


システム回復 
オプション領域 

作成データ’ 
設定は消去 


U カバ ‘ U 

作成データ’ 
設定は保持 




ドライブ （ D :) 




HDD 1 


HDD 2 


手順〇のあとは r 八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

1台目 （ HDD 1) の八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）と U カバ U ツールの領域は 
消去され、 ] つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」か日再設定を行うと、 
再びドライブとして使用できるようになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」か日設定するとドライブとして 
使巧でさます。 

ディスクの管理「本章0-パーティションを変更して1」カバ U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーションなどびすべて消去された 
状態になります。 



HDD 1 


HDD 2 
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買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 








































QU カバ U = 再セツトアップをする 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]で _ iJ _ d をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 

③ じ欠へ]ボタンをク U ックする 

手順〇のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 


巧0シリーズ、 G 已〇シリーズで HDD 1台搭載モデルの場合国 

U カバ U ディスクの U カバ U ツールでは、なのメニューのなかから U カノ （ U 方法を選択するこ 
とびでさます。あらかじめ I 」カバ I 」方法をみめておくとスムーズに操作でさます。 


■ ご購入時の：!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 



貝 

二) 


た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


ハードディスクドライブをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。八ードディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残 
ります。 


■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することびでさます。八ードディスク 
ドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブの領域は]つの領域になり、データや設定など 
はすべて消去されます。 

爲 t メモ 

•どのメニューを逞択してち、八ードディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されま 
す。 


リ U カバ U 手順は、「本項 mm G 已〇シ U - ズで HDD 2 台搭載モデルの場合」を参照してくださ 

なぃ。 

IJ 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

体項 U カバ U ディスクか日 U カバ U をする」の手順 II の[初期インス!ルソフトウェア 
の復冠画面で表おされる U カバ U メニューの意味と動作は;欠のようになります。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したときの状態（パーテイシヨンび2個の状態）に戻します。 


U カバ U ディスク 


システム回復 
オプション領域 



設定した項目、インス!-ールしたアプ I 」ケー 
シヨンなどびすべて消去された状態になります。 


U カバ U 
ツー ルの 
復元 


手順〇のあとは r 八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示 
されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元 

r パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクドライブの領域を分 
割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び U カバ U され、それじ(外 
の領域のデータはそのまま残ります。 

IJ カバ U ディスク 八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる領 

^ -^ 域は、作成したデータ、設定した項目、インス 

こ 契ム耳零が 卜-ルしたァプ I 」ヶ-ションなどびすべて消去さ 

I 1 …ノ れた状態になります。 


リカバリ 



作成データ’ 
設定は消去 


ドライブ ( D ( E 、 F‘‘‘):)T 


作成データ 
'設定は保持 


( A - ドディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

手順 II のあとは r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表示されます。 



買つたとさのが態に戻すには—リカバリ— 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


■パーティシヨンサイズを指定して復兀 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）と U カバ U ツールの領域は 
消去され、 ] つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から巧設定を行うと、 
再びドライブとして使用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章 0- バーティションを変更してリカパ ' U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 


IJ カバ IJ ディスク 


.システム回復 



サイズ変更び 
でさる範囲 


ドライブ（じ） 


パー テイシヨンと 
リカ パリ ツールが 
消去された領域 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 

③ じ欠へ]ボタンをク I 」ックする 

手順〇のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 

妓メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[バーティションサイズを変更せずに復 
元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域びお保されているため、八ードディスクド 
ライブの] 00%を使用することびでさません。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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u カバ u 後は;欠の流れで設定を行います。 


自動のに設定画 
面が表示されま 
す。画面の指示 
に従って操作し 
て < ださい。 


リカバリ（再セットアップ） 


Windows セツトアップ 


アプリケーションの手動 
インストール 


周辺機器の接続 


必要に応じて 
行ってください。 


設定（インターネット、 
メール、その他） 


バックアップデータの 
復元 


ここではなの点を説明します。 

•パー 了 ィシヨンの設定 

• プレインス I ルアプ U ケーシヨンの手動インス I ル 
• Office Personal 2007 、 Office PowerPoint 2007の再インストールり 

*1Office 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルの場合 



3 I リカバリをしたおとは 



買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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u カノ（リをしたあとは 


I パーテイシヨンを巧更してリカバリをした場合は _ 

U カバ U メニューで[パーティションサイズを指定して復元]を選択して U カバ U をした場合 
のみ、 U カノ （ U 後すみやかに次の設定を行ってください。 


mm 


パーテイシヨンを設定するにあたって 


Windows の「ディスクの菅理」を使用すると、ボリュームびないプライマ U パーティシヨンび 
表示されまず。このバーティシヨンには U カバ U (再セットアップ）するためのデータび保存さ 
れていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U はでさなくなります。 


コンピュータの管理者になっているユーザアカウントで□グオンする 
[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
システムとメンテナンス]一[を]管理ツール]をクリックする 
[ gP コンピュータの管理]をダブルクリックする 

左画面の[因*ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

表示されるメニューか5惭しいシンプルボリューム]をクリックする 

[新しいシンプルボリュームウィヴー円び起動します。 

[なへ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

次の項目を設定します。 

-ボリュームサイズの指定 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
-パーティシヨンのフォーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーションユニットサイズ 
- ボ I 」 ュー ムラべル 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 


■ヘルプの起動 

①メニューパ'-か日[ヘルプ] 


[トピックの検索]をク U ックする 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 





















リカ八' IJ をしたあとは 


D アプリケーションを再インストールする 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバを指定して再インス I -ールすることびでさます。 

Office 搭載モデルの Office Personal 2007、 PowerPoint 搭載モデルの Office 
PowerPoint 2007は、 U カバ U 後に付属の CD - ROM で再インス I -- ルする必要びあります。 
「本節巧] Office 製品を再インス!-ールする」を確認してください。 

■必要なちの 

•『準備しよラ』（本書） 

アプ U ケーシヨンによっては、再インス!-ール時に ID 番号などび必要です。あ日かじめ確認し 
てか日、再インス!-ールすることを推奨します。 

同じアプ U ケーシヨンびすでにインス!ルされているときは、コント□-ルパネルの「プロ 
グラムのアンインス I ル」または各アプ U ケーシヨンのアンインス!ルプ□グラムを実行 
して、アンインス!ルを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インス I -ールを実行すると、正常にインス I -ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどち日の方法でちアンインス!-ールび実行でさないアプ U ケー 
シヨンは、上書きでインス!-ールしてち問題ありません。 

アプリケーシヨンの削除《バソコンで見るマニュアル娘熱：アプ U ケーシヨンの削除》 

操作手順 

[スタート]ボタン（〇)一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーシヨンやドライバのセットアップメニュー画面び表示されます。アプ I 」ケー 
シヨンやドライバのセツトアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれています。 



初めて起動したときは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをク U ックして 
巧インス I -ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 



2 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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凸 u カバリをしたあとは 


Q 画面左側のアプリケーシヨン名を選択し、画面ち側の rxxx のセット 
W アップ」をクリックする 

I rxxx 」 にはアプ U ケーシヨン名び入ります。選択したメニューによっては別の言葉 
I 備扼れます。 

I 説明文の下の、下線び引かれている言葉をク U ックしてください。 

n 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

■I [ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
I くださぃ。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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凸リカバリをしたあとは 


Office 製品を再インストールする 


* 〇讯 ce 搭載モデル 、 PowerPoint 搭載モデルのみ 

文書作成ソフトの rwordj や表計算ソフト 「 Excel 」 を使いたい場合は Office Personal 
2007をインス I ルする必要びあります。 

プレゼンテーシヨンソフト 「 PowerPoint 」 を使いたい場合は Office PowerPoint 2007を 
インストールする必要びあります。 

ここでは 、 Office Personal 2007 、 Office PowerPoint 2007を再インストールする方法 
を説明します。 

■が要なちの 

付属のパッケージに、必要なちのび一式入っています。 
r Mi eras oft ® Office Personal 2007」一式 
「 Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007」一式 

再インストールした場合、ライセンス認証び必要になります。 

I 再インストール方ミ去とセットアップ方法 _ 

詳細は、 『 Microsoft ® Office Personal 2007スタートガイド』、 『 Microsoft ® Office 
PowerPoint ® 2007スタートガイド』を確認してください。 

■ Service Pack 1について 

添付の CD か日 Office Personal 2007 、 Office PowerPoint 2007を再インストールした 
場合 、 Service Pack 1は組み込まれません。 

なの手順を行って、インス!ルしてください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
I -ール]をク I 」ックする 

② [セットアップ画面へ]をク I 」ックする 

③ [ Windows 関還タブをク U ックする 

④ 画面左側のに007 Microsoft Office system Service Pack ]] をク U ックし、表示さ 
れた画面に従ってセットアップする 

■ Office ナビの場合 

「 Microsoft ® Office ナビ2007」は、アプ U ケーシヨンの再インストールか日再インス! -- 
J レします。 

① [スタート]ボタン（恒 I )一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
I ール]をク I 」ックする 

② [セットアップ画面へ]をク U ックする 

③ [ Windows 関還タブをク U ックする 

④ 画面左側の [ Microso け Office ナビ200 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセッ 
トアップする 



買つたとさのが態に戻すには—リカバリ— 
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凸 u カバリをしたあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした外部記憶メディアか 
らデータを読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダから送られてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元に、 
ちラ]度設定し直してください。 

■[ドキュメント]、[お気に入り]の データ 

八'ックアップをとったデータを利用することびでさます。 

バックアップ方法に対応した復元方法で復元してください。 

[ドキュメント]、[お気に入り]のバックアップについて 
「4章 n - ijn ファイルやフォルダのバックアップをとる」 

[お気に入り]のバックアップについて 

《バソコンで見るマニュアル》の[便利な使いかた] 

■ Windows メー ルの データ 

•メールアカウント •メール送受信データ 

•メールフォルダ •メールアドレス帳 

パックアップをとったデータを 、 「Windows メール」で読み込んでください。 

《バソコンで見るマニュアル》の[便利な使いかた] 

■ MS - IME で登録した単語 

詳しくは 「 MS - IME 」 のヘルプを確認してください。 

■その他のファイルやフォルダなど 

• プレインストールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーションのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 
など 

バックアップした外部記憶メディアか日、バックアップをとったデータび保をされていた場所 
に、データを コピーして 復元してください。 

r 東芝ファイルレスキュー」など、アプ U ケーションによってバックアップ方法や復元方法び用 
意されている場合は、その方法に従って復元してください。詳しくは、アプリケーションのへ 
ルプを参照してください。 

ま芝ファイルレスキュー 

「4章 n . 团 Windows が起動しない状態で、データのバックアップをとる」 
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■ デイ y — ケアとアフターケア 

一廃棄と譲お一 


この章では、 パソコンの曰ごろのお手入れや、保守や修理に関するこ 
とを説明しています。 

バッテリの廃棄やパソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて知っておいて欲しいことを説明しています。 


1お客様登録の手続き . 130 

2日常の取り扱いとお手入れ . 132 

3アフターケアについて . 13已 

4捨てるとき/人に譲るとき . 137 












東芝では、お客様へのサービス-サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 


詳しくは、次のアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://room 1 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 



お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■ち法！-「おたすけナビ」か5のご登録ち法 


インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■ち法2-インターネットか5のご登録方法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http :// room 1 048 .jp 

商品の追加登録は「方法1」または「方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」を紹介します。 


〇まち ID (TID) お客様登録のおすすめ 
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パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用を（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
占 9 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 
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D お客様登録の手続さ 


r おたずけナビ J か6のご登録方法 


インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、「おたすけ 
ナビ」か 5 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあいだの通信料 
金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承ください。 

封メモ 

• インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可ずる項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、検索ツールの利用をお認する画面び 
表示される場合びあります。 

画面に従って操作してください。 


デスクトップ上の[おたすけナビ] (0) をダブルクリックする 

「おたすけナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン （ @)一 [すべてのプ□グラム]一[おたすけナビ]をク U ックして 
起動することちでさます。 

[まずはじめに]タブをクリックし、[お客様登録] (.11) をクリック 
する 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

LU 降は、画面の指示に従って操作してください。 
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曰常の巧り巧いとお手入れ 


A 迂后、 

•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切 b ずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 


機器への強い衝撃や外圧について 

•あらかじめ、「付録 □ E 9 日常の取り扱いとお手入れについて」を確認してください。 


日常の取り扱いでは、巧のことを守ってください。 

■■パソコン本がおよび付属品について 

•『まむしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 AC アダプタ、電源コードを使用す 
るときに守ってほしいことび記述されています。 

あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

• 機器のミちれは、柔日かくきれいな乾いた布などでふき取ってください。巧れびひどいときは、 
水に浸した布を固くしぼってか日ふきます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞラさんなどは使用しない 
でください。 

•薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

•使用でさる環境は次のとおりです。 *1 
温度已〜3已。 C 、 湿度2□〜80% 

*1 使用環境条件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であり、性能を保証するちのではありません。 
•落としたり、衝撃を与えないでください。 

• 高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 

• 水をかけたり、湿気の多いちのの上に置かないでください。 

•分解しないでください。 

• 次のよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温またはほ温になる場所/急激な温度変化のある場所（結 
露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコ U の多い場所/振動 
の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に触れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。本体の動作状況により発熱 
しているだけで、故障ではありません。 

•ケーブル類は折り巧げたり、きさ付けたりしないでください。故障の原因となることびあり 
ます。 

• 電源 コー ドのプラグを長期間にわたって AC コン セントに接続したままにしていると、プラ 
グにホコ I 」びたまることびあります。定期的にホコ I 」をふさ取ってください。 
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Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


B キー ボード 

柔らかい乾いた素材のきれいな布でふいてください。 

巧れびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってふきます。 

キーのすきまにゴミび入ったときは、エアーで吹き飛ばすタイプのク U —ナで取り除きます。 

ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してか日、購入店、または保守サービスに 
相談してください。 

飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとパ'ッテ U パックを取り 
はずして、購入店、または保守サービスに相談してください。 

タッチパッド 

乾いた柔 b かい素材のされいな巧でふいてください。 

巧れびひどいときは、水かめるま湯に浸した布を固くしぼってからふきます。 


£■ 液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイの取り扱いについて 


液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、なのことを必ず巧ってください。 

•液晶ディスプレイ表面を巧さないでください。 

•液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでください。 

• キーボード上にペン等、ちのをはさんだ状態で液晶ディスプレイを閉じないでください。 
•液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを巧さえゆっくり開閉してください 
(無理な力を加えないでください)。 




画面のお手入れ 


1画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つさやすいので、むやみ 
に触れないでください。 

表面び巧れた場合は、柔らかくされいな巧で軽くふさ取ってください。水や中性洗剤、揮発 
性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないでください。 

‘無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してミ主入してあります。強い力を加える 
と配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻日なくなる場合びあります。また、ガラス板 
を破損するおそれちあります。 

1水滴などび長時間付着すると、変色やシミの原因になるので、すぐにふさ取ってください。 
ふさ取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 
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Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


mm CD/DVD 


CD / DVD の内容は故障の原因にかかわ日ず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、データ 

を保護するためにち、巧のことを必ず巧ってください。 

•傷、巧れをつけないよう、取り扱いには十分にごミ主意ください。 

• CD / DVD を折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD / DVD を読み込むこ 
とびでさなくなります。 

• CD / DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に置かない 
でください。また、 CD / DVD の上に重いちのを置かないでください。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

• CD / DVD を持つとさは、外側の端か、中央の巧のところを持つよラにしてください。 
データ記憶面に指紋をつけてしまうと、正確にデータび読み取れなくなることびあります。 

• CD / DVD のデータ記憶面/レーベル面とちにラベルを貼らないでください。 

• CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD のレーベル面に文字などを書くとさは、油性のフェルトペンなどを使用してくだ 
さい。ボールペンなどの硬いちのを使用しないでください。 

• CD / DVD び巧れたりホコ U をかぶったりしたときは、 

乾燥した清潔な巧でふき取ってください。ふき取りは 
円盤に沿って環状にみくのではなく、円盤の中むから 
外側に向かって直線状にふくよラにしてください。乾 
燥した巧ではふさ取れない場合は、水か中性洗剤で湿 
らせた巧を使用してください。ベンジンやシンナーな 
どの薬品は使用しないでください。 



I 巧像防止にっぃて _ 

長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を変えたときに前の画面表示び残るこ 
とびあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで徐々に解消され 
ますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなくなりますので、同じ画面を長時間 
表示するよラな使いかたは避けてください。 

また、次の機能を利用すると、残像防止びでさます。 

• スク I 」ーンセーバーを設定する 

スク U —ンセーパ'—の設定 『 Windows ヘルプとサポート』 

•「電源オプション」で「ディスプレイの電源を切る」を設定する 

電源オプション《バソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 

I 表示にっぃて _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作日れております。非点灯、常時 
点打などの画素（ドット）びを在することびあります（有効ドット数の割合は99.99%しソ上で 
す。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示巧 
— 能なドット数の割合」です)。また、見る角度や温度変化によって色む日や明るさのむらび見え 
3る場合びあります。これ日は、故障ではありませんので、あ日かじめご了承ください。 


4 
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本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用 
環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 ] 曰に約8時間、 
] 力月で2已曰のご使用で約已年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無 
料修理をお約束するちのではありません。 

なお、24時間を超えるような長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の 
保証期間内でち部品交換（有料）び必要となります。 

■対象品名 

本体液晶ディスプレイ*,、八ードディスクユニット、 CD/DVD ドライブが、フ□ッピーディ 
スクドライブ*2、キーボード、タッチパッド、 マウス* 3、冷却用ファン、ディスプレイ開閉部 
(ヒンジ） *4、 AC アダプタ 

* 1工場出荷時か日画面の明るさび半減するまでの期間。 

*2 それぞれ内蔵されているモデルび巧象です。 

*3 付属しているモデルび巧象です。 

*4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 

社団法人電モ情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc /0503 parts / inclex.html 


アフターケアにごいて 



6 


保守サービスへの相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保巧-修理に出す前に、作成したデータのほかに次のデータのバックアップをとってください。 
* メール •メールのアドレス帳 • U カバ U (再セットアップ）ツール 


I インターネツトのお気に入り 


自分で作成したデータ 


操作方法については、「4章大切なデータを失わないために」を確認してください。 


ち寿命部品について 


呆巧サービスについて 
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g アフターケアについて 


消耗品について 


■バッテリパック 

バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能び低下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ U パックと交換してください。 

別売りのバッテ U パックと交換する前に、必ず指定の製品煙衝を確認してください。 

バッテ U バックについて『いろいろな機能を使おう4章 D バッテ U について』 

■ U モコン用電池について 

U モコン用電池ち消耗品です。 U モコン操作びでさなくなったり、到達距離び短くなった場合 
は、電池を交換してください。 

U モコン用電池について『映像と音楽を楽しを51章0 1」モコンを使5には』 


付属品について 


付属品（バッテ U パック. AC アダプタなど）については、 r 東芝パソコンシステム 
ンショップ」でご購入いただけます。 


オンライ 


TEL : 043-277 -已02已 

受付時間： ] ひ□□〜12:00 13:00-1 7:00 

(± •曰-祝日、当社指定の休日を除く） 

URL : http :// shop . toshiba - tops . co.jp 

I f 呆守部品け i 修用性能部品）の最低巧ち巧巧 


保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月か56年6力月です。 
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mm お客様登録の削除について 

• ホームぺージか日削除する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこち日からお願いします。 

① インターネットで 「 http :// room 1048. jp 」 へ接続する 

② [□グイン]ボタンをク I 」ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 のボタンをクリッ 
クしてください。 

③ 陳芝 ID ( TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
お客様専用 ページに □グインします。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をク U ックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更メニュー」で、商品削除を行っ 
てください。 

※。〇を退会されますと、 「 Shop ] 048」での TID 会員メニュー、およびポイントサービス 
などちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

r 東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 〇已 70-09-1 048 (ナビダイヤ J レ） 

受付時間： ] ひ7:00吐•曰、祝日、東芝特別イ木曰を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関するお問い合わせ窓 
□です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 
法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なります。 

登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことび 
でさますび、商品の削除びでさませんので、その場合は東芝 ID 事務局までお電話でご連絡<だ 
さいますよラお願いいたします。 

•詳しくは、なのホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / business.htm 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 



4 I 括てるとを/人に譲るとを 
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凸捨てるとき/人に譲るとき 
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B A - ドディスクドライブの巧客をすべて消去する 

パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、他人に見られた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびできます。 


八ードディスク 
ドライブの データ 
をずベて消去 



(八ードディスクドライブの U カバ U ツールを使用する場合) 


なお、八ードディスクドライブに保をされている、これまでに作成したデータやプ□グラムな 
どはすべて消失します。これ日を復元することはでさませんので、ミ主意してください。 


■ G 已〇シリーズで HDD 2 台搭載モデルの場合 

八ードディスクドライブの内容を2台とち消去します。 


I 操作手順 _ 

八ードディスクドライブの内容を削除するには、八ードディスクドライブの U カバ U ツールま 
たは作成した U カバ U ディスクを使用します。 

A - ドディスクドライブの U カバ U ツールを使用すると、八ードディスクドライブ内のデータ 
はすべて消去されますび、 U カバ U ツールは残ります。 

作成した U カバ U ディスクを使用すると、八ードディスクドライブ内のデータと共に U カバ U 
ツールち 消去されます。 

ここでは、八ードディスクドライブの U カバ U ツールから行う方法を例にして説明します 。 U 
カノのディスクから行う場合は、手順 D の前に U カバ U ディスク（ディスク 1) をセットし 
てください。 



パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続する 















□ 捨てるとき/人に譲るとき 



キーボードの回（ゼロ）キーを押しなび5、パソコンの電源を入れる 

[ Qosmio ] 画面び表示された日、指をはなしてください。 

メッセージ画面び表示されます。手順0に進んでください。 

■ リカバリディスクをセツトしている場合 


• G50'>U-X 

臣^キーを巧しなび日パソコンの電源を入れ、回または日キーで CD のアイコ 
ン（旦）に力ーソルを合わせ、居胃司キーを巧す 

• F 己0シリーズ 

"7 た]キーを巧しなび5パソコンの電源を入れ、 W または W キーでに D / DVD ] 
を選択し 、I ENTER I キーを巧す 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d = 」または「パスワードを入 
力して下さい。」と表示されます。ユーヴパスワードを入力して、店胃司キーを巧し 
てください。 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 


[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、[次へ]ボタンを 
クリックする⑨ 



① 


② 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《パソコンで見るマ 
ニュアル（検索）：「システム回復オプション」で調べる》を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の內容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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凸捨てるとき/人に譲るとき 


[八ードディスク上の全データの消去]をチェックし①、[巧へ]ボタ 
ンをクリックする② 


<復元方法の選が> 

お元ち;去を邊巧してくださし、。 


' ネリ巧インスト-ルソコトウ王アの i 复元 

巧巧インストールソフトウ I アを误元しまず。 


ESIBESI] 


な y \ —ドデイスウ上の全デ—夕の消モ 

A —ドデイスウ上の全データを消去しまず。 


.① 


n ホへのぃ]卜 


.③ 


消去方法を還択する画面び表示されます。 


目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を遇択してください。 
数時間かかりますび、データは消去されます。 


■r 


ESSEEHj 


りトドディスウ上の全デー々の消去> 
巧まち;ミを邊巧してくださし、。 


巧辖峯デー如);自棄 


■ 俄をデ—如)消去 


.① 


このブロたスは、 J 、 ードデイスウのサイスによって、 B 寺巧びかか0まず。 


=戻る曲^ ;か\化ぃ|)- 


.③ 


[八ードディスクの内容は、すべて消去されます。]画面が表示されます。 


▼ 


デイリ—ケアと「ノフタ—ケ「ノ - 廃棄と譲渡- M 









□ 捨てるとき/人に譲るとき 


[なへ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
[次へ]ボタンをク U ックすると、消去び実行されます。 

消去中は、なの画面び表示されます。 



■ 消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

f [終了]ボタンをクリックする 

U カバ U ディスクから行った場合は、自動的にディスクトレイび開きます。 U カバ I 」 
ディスクを取り出してください。 

MM B-CAS 力ードについて 

パソコン本体を廃棄する場合、 B - CAS 力ードは日- CASA - ドス□ットか日取りはずし、 

(株）ビーエス-コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B - CAS ) に力ードを返却して 
ください。 

B-CAS 力ードの取りはずし 

『映像と音楽を楽しもう1章0 B-CAS 力ードをセットする』 

■ B - CAS 力ードの返却についての問い合わせ先 

株式会社ビーエス-コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B - CAS ) 

カスタ7—センター 
TEL : 〇已 70-000-2 已〇 



デイリ—ケアとアフタ—ケア—廃棄と譲渡— 
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ご使用にあたってのお願い 










ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていた 
だきたいことびあります。なのお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みく 
ださい。 


■■ rpc 弓赃ナビ J について 


I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 


I 操作にあたつて _ 

• に章 D - d 起動方法」を参照して、を意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已 .000 フアイ 



ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 


有線 LAN について 


I LAN ケーブルの使用にあたつて _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケースレをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、ノ（ソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] 000 BASE - T 規格は、エン八ンストカテゴ U ( CAT 已日 
じ(上のケーブルおよびコネクタを使巧してください。 

] 00 BASE - TX 規格は、カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してく 
ださい。 

10 BASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) L ソ上のケーブルび使用できます。 
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D ご使用にあたってのお願い 


K ■ウイルスチェック•セキュリティ巧策にごいて 
圓ほ用するにあたって _ 

• ウイルスチェックソフトびあ日かじめインス I -ールされていますび、ご使用になる場合には 
必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□ー ドしてくださし、。 

•本製品に添付されている「ウイルスバスター」は目0日間の使用期限びあります。使用期限 
び切れたあとは、延長の申し込み、または市販品をご検討ください。 

•市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインス!-ールする場合は、すでにイン 
ス I -ールしているウイルスチェックソフトをすべてアンインストールしてから行ってくださ 
い。 

• Windows ファイアウオールと「ウイルスバスター」のセキュ U ティ機能（ファイアウオー 
ルなど） び両方とち有効になっていると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない場合び 
あります。 ] つのセキュ I 」ティ機能のみ有効にしてください。 

Windows ファイアウオールについて 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：セキュリティの状態を確認するには》 

ウイルスチェックソフトのセキュ U ティ機能につし、て 
「ウイルスバスター」のヘルプ 


匪 ■ n - フイルター己 . OJ について 

I ほ用期限について _ 

• 無料使用期間はご使用開始より90曰間です。無料使用期間び過ざますと、設定びすべて解 
除されフイルタ U ング機能びご使用でさなくなります。無料使用期間中に有料にて正規サー 
ビスをお申し込みいただくことで、継続して使用することびできます。 











D ご使用にあたってのお願い 


^■バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• ユーヴ名び U カバ U 後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びありま 
す。 U カバ U をする前にユーヴ名を控えてください。 

U カバリについて「已章買ったとさの状態に戻すには」 

•八ードディスクドライブや外部記憶メディアに保をしているデータは、万一故障び起きた場 
合や、変化/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクドライブや外部記憶メディアに保をした内容の損害については、当社は一切 
その責任を負いません。 

I 地上デジタル放送について _ 

•地上デジタル放送の録画データは 、 「Qosmio AV Center 」 の保を（コピー/移動 {レーつ')) 
機能で DVD - RAM にデータを保をする場合を除き、バックアップをとることびできません。 


CD/DVD にデータのバックアップをとる 
I CD / DVD に書き込む前こ _ 

H CD/DVD に書き込みを行うときは、市販のライティングソフトウエアは使用しないでください。 
CD/DVD に書さ込みを行ラときは、巧のミ主意をよく読んでか日使用してください。 

守日ずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

•書を込みに失敗した CD/DVD の損書については、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、 CD/DVD に保をした内容の損書および内容の損失-消失によ 
り生じる経済的損書といったが生的損害については、当社は一切その責任を負いませんので、 
あ日かじめご了承ください。 

• CD/DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
したメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 

CD/DVD に〕して 

『いろいろな機能を使おう1章 □-[!] 使えるメディアを確認しよう』 

『dynabook Qosmio * * * * (お使いの機種名）シ U— ズをお使いのかたへ』 

• ノ（ッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、ノ（ッテ U の消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書さ込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリー 
プ、休止巧態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について《バソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 
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D ご使用にあたってのお願い 


•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーシヨン 
-モデムなどの通信アプ U ケーシヨン など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 SDHC メモ U 力ード、 USB 接続などの八ードディスクドライブなど、本 
製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込むとさは、データをいった 
ん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてか日書さ 
込みを行ってください。 

• rTOSHEADiscC > eato 「」 tt 、 パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「 TOSH 旧 A Disc CreatorJ を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 
•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Dis 巳巳 「 eato 「」 を使用して DVD - Video 、 DVD - VR 、 
DVD - Au 出0を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW から DVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + 刊こバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD 十 RW 、 DVD 十 R か日 CD - R 、 CD - RW にバックアップを作成することはできません。 

• [TOSHIBA Disc CreatorJ を使用して、ほかのソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレ 
コーダで作成した DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R のバックアップを作成できな 
いことびあります。 

I 書 宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃やお動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 

•パソコン本体か日、携帯電話およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータび正しく書き込まれたことを確認し 
てください。 






D ご使用にあたってのお願い 


•「 TOSH 旧 A Disc creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

なの手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 

② [データ CD / DVD 作成]をク U ックする 

③ メインウインドウで隱赶をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD / DVD 設定] 
をク I 」ツクする 


い的™*。, SCC 陸 r - 

フアイ jKF ) 表示が）ディスク (D.I [苗ま间 Jy レス H) 

这み設 :(W) 

»、 S が n 麻 W ■ 

1, • アータ 〔0/0乂0<^巧 ，| ィソン a ノ 

■*[ 【ァ-夕 CD/DVD 旋 (D) } 

1 口 1 ’ ■’ _ 

- 1 A ツソグヴノな正、口 J 

***" イメージ^イスク設主 (M) 

IkJlT ド丰ュメント ，1 

n 产…1 化。。1 

II 1 , , II 


[データ CD / DVD 設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 




Kflr まミフアイルレスキュ ー J について 

I データを救助/復元するにおたつて _ 

•本ソフトウェアは、八ードディスク上のすべてのファイルの救助、復元を保証するちのでは 
ありません。 

弊社は、いかなる場合においてち、本ソフトウェアの使用によって生じたデータの損書につ 
いて一切の責任を負わないちのとします。 

•八ードディスクび破損している場合、または、八ードディスク上のファイルび破損している 
場合は、救助、復元することびできません。 

•東芝ファイルレスキューは、 0 S び起動しないとさに、八ードディスク上のファイルを別の 
保を用メディアへ退避するためのちのです。その他の用途では使用しないでください。 
•データを救助するとさ、データ保を用のメディアは、パソコンの電源を入れる前に接続して 
ください。電源を入れたあとに接続すると正しく認識されないことびあります。 

•プ□グラムファイル、または、プ□グラム用のデータファイルを救助してち、復元後に正常 
に動作することを保証できません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


•著作権保護、または、コピープ□テクシヨンによって保護されたファイルを救助してち、復 
元後に正常に動作することを保証でさません。 

•システム属性を持つファイル、および、暗号化されたファイルは救助さません。暗号化され 
た八ードディスクからは、救助でさません。これらの救助でさないファイルは、救助対象を 
選択、または、確認する一覧の中に表示されません。 

•データを救助するとさはすベてのユーヴのユーヴデータを一度に救助することびでさます 
び、データを復元するとさは一回の復元実行によって一つのユーヴアカウント分のデータだ 
けを復元します。復元したファイルは、復元処理を実行したユーヴアカウントの所有ファイ 
ルとなります。 

ファイルの所有者となるユーヴアカウントで□グオンし、復元処理を実行してください。 


mm 曰常の取り巧いとお手入れについて 

I 機器への強い衝撃やが店について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 
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CD の取り扱い . 134 



DC IN LED. 4已 

DVD の取り扱い . 134 

dynabook ランチャー . 36 


i- フイルター . 74, ]4已 

LAN ケーブル . 61,144 

PC 引越ナビ . 已2, ]44 

Power LED. 45 

Product Key.12 



TOSHIBA Disc Creator.81 

TOSHIBA Recovery Disc Creator... 9 已 



Windows セキュ U ティセンター .67 

Windows のセットアップ . 21 

Windows ヘルプとサポート . 37 

Windows メール . 己4 

Windows □グオンパスワード . 24 



ウイルス . 67 

ウイルスチェックソフト . 己7, ]4已 
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ウイルスバスター . 己白 



液晶ディスプレイの取り扱い . 133 
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お客様登録 . 130 

おたすけナビ . 4白 



力ーソル . 23 

画面のお手入れ . 133 

管理者ユーヴ . 23 


力ーソル . 23 

画面のお手入れ . 133 

管理者ユーヴ . 23 



キーボードのお手入れ . 133 
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再起動 . 43 

再セツトアップ . 100 


再起動 . 43 

再セットアップ . 100 

冊モマニュアル . 47 

残像防止 . 134 



シート . 46 

消耗品 . 136 
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ス U- プ機能を強化する . 39 


ス1」ープ . 39 
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パーティシヨン . 

八ードディスクドライブの内容を 

すべて消去する . 

ハイブリッドスリープ . 

はじめてガイド . 

パスワード . 

パソコンで見るマニュアル . 

パソコン本体および付属品の取り扱い 

. 132 

バックアップ . 76 

日付と時刻の確認 . 

表 Tjd しつし、て . 

ブ□-ドバンド接続 . 

プ□バイダ . 

メール . 

有寿命部品 . 



タッチパッドのお手入れ . 133 


タッチパッドのお手入れ . 133 

ディスクの管理 . 124 

電源コードと AC アダプタを接続する. ...] 已 

電源を入れる . 44 

電源を切る . 43 

動画で学ぶ Microsoft Office 

PowerPoint 2007 . 已〇 

動画で学ぶ Office Personal 2007 .... 49 

動画で学ぶ Windows Vista . 4白 

東芝 ID . 130 

東芝 ヴー ビスステーシヨン . 34 

東芝ファイルレスキュー . 8巨，]48 


A 



1」カバ I 」 . ]00, ] 〇已 


1」カバ I 」 . ]00, ] 〇已 

U カバ U チェツクシー ト . ]已2 

U カバ U ディスク . 9已， ] ]4 
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リカバリ（再セットアップ) 
チェ ックシー ト 


U カバ U は、本ページをコピーするなどして、なの項目を順番にチェックしなびら実行してく 
ださい。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、 r 已章買ったときの状態に戻す 
には」で説明しています。 


リカバリをする前にお認すること 


□ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□ほかのトラスレ解消方法を探してみる 

『いろいろな機能を使おう已章バソコンの動作がおかしいとさは』 


B ) リカバリをはじめる前にしておくこと 


□① 準備ずるちの 

□『準備しよう』（本書） □『いろいろな機能を使おう』 

□この U カバ U チェックシートをコピーしたちの 
□ U カノのディスク（作成した U カバ U ディスクか日 U カノのする場合） 

□ ② 必要なデータの J 〇ックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U をすると、購入 
後に作成したデータはすべて消失します。 

□ ドキュメントのデータ □購入後にデスクトップに保をしたデータ 

□インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□プレインスI-ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 

□購入後にインストールしたアプI」ケーシヨンのデータ 

□購入後に作成したフォルダやファイル 

バックアップについて「4章大切なデータを失わないために」 

□③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

「Microsoft Office」 や、購入後にインス!ルしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U 後 
にインストールする必要びあります。 U カバ U した直後は、お客様びインストールしたソフ 
卜などは復元されません。ご購入されたメディアなどから再度インスI-ールしてください。 

□④ 各種設定を確認ずる 
□⑥ あらかじめ、音量を調節する 

U カバ U 後、 Windows セツトアップび終了するまで音量の調節びできないためです。 


□⑥ 周辺機器をすべて取りはずす 


Km リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、次のよラな流れで作業を行ってください。 

□ U カバ U (再セットアップ） 

□ Office 製品のインストール □アプ U ケーシヨンのインストール 

□周辺機器（マウス-メモ U • プ U ンタなど）を取り付けて、設定する 
□インターネットの設定 □ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update □データの復元やメールの設定 
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準備しよラ 


is ." 謎離|醒|譜!繞識だ霜製におります。 


東ち PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんヴポート 


巧術のなご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

を国共通電話番号 0120 - 97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海外からの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 日 43-298-878 日（通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

ご相談の内容により、別のヴポート窓□をご案内する場をびございます。 

技術相談窓□受付時間：日： 00-19 ： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 00〜2吕： 00 (年ま年始12/31〜1/3を除く） 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http;//dynabook.com/assistpc/repaircenter/i repair.htm 

V_ J 


お問い合わせの詳細につ去ましては、 r 東ち PC サポートのご案内』をご参照ください。 

-本書の巧容は、改善のため予告なしに変更することびあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 

•落 T 、 乱 T 本は、お取り替えいたしまず。 

東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせ<ださい。 


株式会社 まま PC& ネットワーク社 
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